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石灰窒素の肥料効果データ集 

 

石灰窒素は、１１０余年の歴史を持ち、農家の方々に長年愛用される農業資材です。 

一つの資材で、「農薬、肥料、土づくり」3 つの機能を併せ持つ、環境にやさしい「古くて

新しい」資材です。 

１．種類と成分 

石灰窒素には、「粉状品」、飛散が少なく散布しやすい「防散品」、「粒状品」の 3 種類があります。 

肥料成分としては窒素と石灰を含み、最も使用される「粒状品」では、窒素 20%、アルカリ分（石灰）

55%含有しています。 

農薬成分のカルシウムシアナミド（ＣａＣＮ２）は、製品によって異なり 40～55%含有しています。 

 

２．石灰窒素の働き 

石灰窒素の主成分のカルシウムシアナミドは、土壌中で水分と反応してシアナミドに変化し、農薬

効果を発揮します。次いで、シアナミドは、尿素を経てアンモニア態窒素、そして硝酸態窒素に変わ

り、窒素としての肥料効果を発揮します。 

石灰窒素由来のアンモニア態窒素は、炭酸アンモニウムや重炭酸アンモニウムの形態であるため、

硫安や塩安に比べて土壌に強く吸着され流亡しにくく、さらにシアナミドへ変化する時に副生するジ

シアンジアミドの硝酸化成抑制作用により、アンモニア態窒素がゆっくりと硝酸態窒素に変わるのが

石灰窒素の大きな特徴です。そのため、特に野菜など畑作物にとって緩効的な肥効を示すことになり

ます。 

また、石灰窒素の石灰は、土壌の酸度矯正に役立つ（土づくり）とともに、カルシウムを補給します。 
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効果および施用方法 

１．肥料効果 

(1) 窒素 

窒素は、前の項で説明したように、ゆっくり硝酸に変わるので、緩やかに長く効きます。 

左図に、石灰窒素と尿素の硝酸態窒素量の推移を表わした試験例を示します。横軸は施用後土壌中の

硝酸態窒素量が最大になるまでの日数で表わしますが、石灰窒素は、尿素に比較してゆっくりと硝酸

態窒素に変わることが判ります。 

右図は、施用した窒素の流亡率を石灰窒素と硫安で比較した試験例ですが、降雨量の多い 3 月から 6 

月にかけて石灰窒素の流亡率が硫安に比べて低いことが判ります。 

このように、石灰窒素は、ゆっくり硝酸に変わるので、流亡が少なく無駄が少ない肥料といえます。 

 

                        出典：大杉繁、農学会報 317号（1929年） 

そのため、石灰窒素は、施肥量や施肥回数の削減につながる環境負荷軽減に役立つ肥料として、農

林水産省の「持続農業法」における「肥効調節型肥料施用技術」の「緩効性肥料」に認定されており、

エコファーマー認定の対象資材となっています。 

(2) 石灰  

石灰は、消石灰と同等の酸度矯正効果を示し、石灰窒素 1 袋で消石灰 1 袋撒いたことになるので、

石灰肥料が節約できます。 

 石灰窒素の石灰は、カルシウムの補給だけでなく、堆肥と併用すると堆肥中のリン酸と結合して吸収

されやすいリン酸となって吸収率が向上したと和歌山県農業技術センターから報告されています。 

 

２．施用方法 

播種または苗の植付けする場合、目安として夏場は 3～5 日前、春・秋は７～10 日前に石灰窒素を

散布し、土とよく混ぜてください。これは、農薬効果のあるシアナミドが分解するまで作物に障害を

与えるためです。シアナミドの分解は地温や水分の影響を受け、特に低温の場合は分解が遅くなり作

物に障害を与える恐れがあるため、石灰窒素の散布から播種または植付けまでの期間に余裕をみてく

ださい。また、施用量は、作型、土壌条件、前作等により適宜加減してください。 
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【代表的な施用効果例】 

石灰窒素の肥効の特長を活かした代表的な使用事例を紹介します。 

事例１ 緩効性肥料としての肥効発現のパターン 

下図は、石灰窒素と他の肥効調節型肥料（化学合成緩効性肥料、被覆肥料）の硝酸態窒素量の推移を

表わした試験例です。横軸は施用後土壌中の硝酸態窒素量が最大になるまでの日数で表わしますが、

石灰窒素は、他の肥効調節型肥料に比較してゆっくりと硝酸態窒素に変わることで、緩効性を示すこ

とが判ります。 

 

事例２ 基肥重点施肥で省力、増収 

①石灰窒素施用で、夏秋どりネギ収量増！ 

    
（１）試験機関：鳥取県園芸試験場 弓浜砂丘地分場 

（２）作物：白ネギ 

（３）施肥量：堆肥３ｔ/10a、基肥Ｎ10.5kg/10a、追肥Ｎ4.5kg/10a 

（４）試験結果：石灰窒素区の収量は、他の肥効調節型肥料Ａ区およびＢ区に比較して、 

約 12％増収となった。 
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②石灰窒素施用で、ホウレンソウ収量増！ 

  

（１）試験場所：埼玉県農家圃場（2004年） 

（２）ほうれんそう（タイタン） 

（３）施肥量：Ｎ20kg/10a（内有機 50%）、Ｐ20kg/10a、Ｋ20kg/10a 

（４）試験結果：各試験区の収量は、硫安区の収量を 100とすると、化成肥料区 115、 

石灰窒素区 130となり、石灰窒素施用で増収効果が認められた。 

 

事例３ 減肥で環境負荷軽減 

①石灰窒素施用して施肥量３３％減肥し、お茶の収量増！ 

窒素施肥量                   収量 

   

（１）試験機関：熊本県農業研究センター茶業研究所（2003 年） 

（２）作物：茶 

（３）試験区の構成：試験区 基肥Ｎ40kg/10a（内、石灰窒素 N14.6kg/10a） 

         慣行区 基肥 N60kg/10a（慣行肥料） 

         慣行区の基肥Ｎ60kg/10a に対し、試験区の基肥Ｎは 40kg/10a に減肥した。 

（４）試験結果：収量は、一番茶で慣行区 610kg/10a に対し試験区 650kg/10a、二番茶で慣行区 

       370kg/10a に対し試験区 450kg/10a となり、石灰窒素施用により基肥Ｎの減肥が 

でき、収量増が認められた。 
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②石灰窒素施用して施肥量を６４％減肥し、お茶の収量、品質を維持！ 

   試験１ 

  

         
             窒素施肥量と収量および全窒素含有量の関係 

   試験２ 

      

          収量およびアミノ酸含量の比較 

     農家圃場試験 石灰窒素加用：石灰窒素N20kg/10a＋農家慣行肥料を使用 

 

（１）試験機関：野菜茶業試験所（1998 年） 

（２）作物：茶 

（３）試験結果：石灰窒素を用いて施肥量の減肥を検討した結果、生葉収量は、慣行施肥区に比較して、

ほとんど差はみられなかった。 

農家圃場試験では、石灰窒素を施用することでアミノ酸含量が増加した。 
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事例４：追肥回数の削減で省力 

①石灰窒素により追肥回数を削減、小麦収量は同等！ 

    

（１）試験機関：岩手農業研究センター（2003 年） 

（２）作物：小麦（ナンブコムギ） 

（３）試験区の構成：石灰窒素区 追肥 1 回（N4kg/10a） 

          硫安区   追肥 2 回（N2kg/10a＋N2kg/10a） 

         基肥は共通 N4.8kg/10a、P16.2lg/10a、Ｋ12.0kg/10a 

（４）試験結果：石灰窒素区の収量は、追肥回数を削減しても、硫安区と同等であった。 

  ＊図は目盛りが細かくて差があるように見えますが、両区の収量差は 5kg/10a です。 

 

事例５ 石灰窒素で残渣すき込み、分解促進と基肥節減 

①石灰窒素施用してキャベツ残渣をすき込み、キャベツ収量増！ 

          窒素施肥量                  収量 

      

（１）試験機関：島根県農業試験場（1999 年） 

（２）作物：キャベツ（グリーンボール） 

（３）試験区の構成：試験区 石灰窒素 10kg/10a＋残渣 2,800kg/10a、基肥 N8.9kg/10a 

          対照区 石灰窒素無施用 残渣なし、基肥Ｎ14kg/10a 

          対照区の基肥Ｎ14kg/10a に対し、試験区の基肥Ｎ量は、残渣と石灰窒素由来の 

窒素量を差し引いて 8.9kg/10a とした。 
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（４）試験結果：収量は、対照区 164kg/10a、試験区 329kg/10a となり、石灰窒素＋キャベツ残渣すき

込みにより、基肥窒素の減肥ができ、顕著な収量増が認められた。 

 

事例６ 品質向上に役立つ石灰窒素 

①石灰窒素施用で、ホウレンソウの葉色（葉緑素）アップ！ 

 ホウレンソウは、硝酸態窒素を好んで吸収しますが、アンモニア態窒素を適度に吸収すると葉色が 

濃く葉肉が厚くなり品質のよい（ビタミンＣ含量の多い）ものが収穫できます。 

 

（１）試験機関：宮城県（1991 年） 

（２）作物：ホウレンソウ 

（３）試験区の構成：表中の 3 区は窒素施肥量を同一とした。 

（４）調査方法：収量調査は、10 株で実施した。 

（５）試験結果：石灰窒素施用により、草丈、葉長、葉幅の大きく、葉色の濃い（葉緑素計値が大） 

ものが収穫できた。 

注）この結果は、石灰窒素がゆっくり硝酸態窒素に変わるのでアンモニア態窒素が土壌に残るためと 

考えています。また、硝酸の吸収が多くなるとビタミン C の含有量が少なくなるといわれています。 

 

事例７ 水稲の基肥施肥（スクミリンゴガイ防除試験の事例から） 

①石灰窒素施用で、水稲収量増！ 

 

（１）試験機関 長崎県諫早農業改良普及所（1988） 

（２）作物：水稲（レンレイ） 

（３）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 20kg/10a、30kg/10a、  

ＰＫ化成 40kg/10a（石灰窒素 30kg/10aに対して） 

     ＰＫ化成 25kg/10a（石灰窒素 20kg/10aに対して） 

                追肥 石灰窒素 20kg/10a区には、BB284号 17kg/10a を施用。 

草丈 葉長 葉幅 重量

cm cm cm g

化成肥料＋石灰窒素60kg/10a27.0 11.5 15.2 36.8 115 1.62（1.22～1.86）

化成肥料＋石灰窒素30kg/10a25.5 11.0 13.0 35.2 110 1.55（1.15～1.72）

化成肥料のみ 22.5 10.8 12.0 32.0 100 1.30（1.04～1.50）

重量比 葉緑素計値（野菜用）区名

稈長 穂長 穂数 一穂籾数 籾数 登熟歩合 藁重 千粒重 精玄米重

cm cm 本 粒 粒/m2 ％ kg/10a g kg/10a

石灰窒素30kg/10a区59.6 19.5 16.3 66.8 26,894 83.0 761 20.8 506 131

石灰窒素20kg/10a区58.8 17.6 17.7 61.8 25,081 91.1 692 20.5 469 119

慣行区 57.2 17.6 14.5 53.7 18,048 84.5 582 20.1 404 100

区名
精玄米
重比
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          慣行区   基肥 BB284号 35kg/10a 

                追肥 BB284号 15kg/10a 

各区共通施用：追肥 BB NK- C3号 20kg/10a、BB NK- C3号 10kg/10a 

（４）試験結果 

   精玄米重をはじめ各要素において、石灰窒素 30kg/10a 区＞石灰窒素 20kg/10a 区＞慣行区の順と

なり、石灰窒素施用による増収が認められた。 

   穂首分化期（8 月 24日）における肥切れ状態も、慣行区、石灰窒素 20kg/10a区、石灰窒素 30kg/10a 

区の順に早くなった。これは窒素形態の違いによる効果とも考えられる。 

 

事例８ 石灰窒素は大豆と相性が良い（基肥、追肥） 

①石灰窒素施用で、大豆収量増！ 

 

 

 

（１）試験機関 埼玉県久喜農業改良普及所（1983） 

（２）作物：大豆（エンレイ）、麦後作（3 か年継続試験） 

（３）試験区の構成：石灰窒素基肥区 基肥 石灰窒素 20kg/10a、PK化成 53kg/10a 追肥なし 

          石灰窒素追肥区 基肥 化成 13 号 90kg/10a 追肥 石灰窒素 20kg/10a  

対照区 基肥 石灰窒素無施用、化成 13号(3- 10- 10)90kg/10a 追肥なし 

各区共通施用：苦土石灰 60kg/10a、麦稈すき込み 6/13 実施 

（４）試験結果 

   石灰窒素区は、茎が太く草姿ががっちりしており、8 月末より葉色も濃くなった。 

3 か年継続試験を通じ、石灰窒素区は増収に結びついた。特に石灰窒素追肥区はシストセンチュ 

ウの被害を抑制し安定し増収が得られた（シストセンチュウ被害に遭うと小粒化する）。 

 

 

主茎長 主茎節数 分枝数 着莢数 百粒重 粗子実重 子実重

cm 節 本 個 g kg/10a kg/10a

石灰窒素基肥区 83.3 14.0 3.5 25.9 23.2 197 192 109

石灰窒素追肥区 90.4 14.1 3.2 20.1 24.1 206 199 113

対照区 83.7 14.2 3.7 21.8 24.1 185 176 100

区名 収量比

子実重 子実重 子実重

kg/10a kg/10a kg/10a

石灰窒素基肥区 270 102 166 99 192 109

石灰窒素追肥区 275 104 195 117 199 113

対照区 265 100 167 100 176 100

区名
収量比 収量比 収量比

1年目 2年目 3年目
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全国の試験事例 

１．北海道     １いんげん          ｐ12 

２．青森県     ２大豆            ｐ12 

３．秋田県     ３大豆            ｐ13 

４．岩手県     ４ほうれんそう        ｐ13 

５．宮城県     ５さといも          ｐ14 

６だいこん          ｐ15 

７だいこん          ｐ15 

８大豆            ｐ16 

９ほうれんそう        ｐ16 

１０ほうれんそう        ｐ17 

６．山形県    １１大豆            ｐ19 

１２大豆            ｐ19 

１３なす            ｐ20 

１４ほうれんそう        ｐ20 

７．福島県    １５大豆            ｐ22 

８．茨城県    １６にんじん          ｐ22 

９．栃木県    １７いちご           ｐ23 

１８飼料作物（デントコーン）  ｐ23 

１９にんじん          ｐ24 

１０．群馬県    ２０ごぼう           ｐ25 

２１なす            ｐ25 

２２ねぎ（追肥）        ｐ26 

２３ブロッコリー        ｐ27 

１１．埼玉県    ２４ほうれんそう        ｐ27 

１２．東京都    ２５こまつな          ｐ29 

１３，神奈川県   ２６にんじん          ｐ30 

１４．長野県    ２７アスパラガス        ｐ30 

２８セルリー          ｐ31 

２９だいこん          ｐ31 

１５．新潟県    ３０だいこん          ｐ32 

１６．愛知県    ３１水稲            ｐ32 

１７．三重県    ３２水稲            ｐ33 

１８．滋賀県    ３３だいこん          ｐ33 

３４なす            ｐ34 

１９．和歌山県   ３５ブロッコリー        ｐ35 

３６いよかん                    ｐ35 
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３７みかん           ｐ36 

２０．兵庫県    ３８キャベツ（畝間施用）    ｐ37 

３９キャベツ（追肥）      ｐ37 

４０たまねぎ          ｐ38 

４１はくさい          ｐ38 

２１．岡山県    ４２大豆            ｐ39 

２２．広島県    ４３だいこん          ｐ39  

２３．香川県    ４４ブロッコリー        ｐ40 

２４．福岡県    ４５キャベツ          ｐ40 

２５．長崎県    ４６水稲（スクミリンゴガイ防除試験事例）ｐ41 

４７にんじん          ｐ42 

４８にんじん          ｐ42 

４９たまねぎ          ｐ43 

２６．熊本県    ５０キャベツ          ｐ44 

     ５１さといも          ｐ44 

５２スイートコーン       ｐ45 

５３だいこん          ｐ46 

５４はくさい          ｐ46 

２７．大分県    ５５さといも          ｐ47 

５６スイートコーン       ｐ48 

５７メロン           ｐ48 

２８．宮崎県    ５８さといも          ｐ49 

５９だいこん          ｐ50 

２９．鹿児島県   ６０さといも          ｐ50 

６１さといも          ｐ51 

６２はくさい          ｐ52 
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全国の試験事例 

１．北海道  

１いんげん 

 

１．実施機関 北海道十勝農業試験場（1989） 

２．耕種概要 

（１）土壌：褐色火山性土 

（２）品種：菜豆（大正金時） 

（３）栽培時期：播種 5 月 28日、収穫 9 月 8 日、輪作圃場 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 20kg/10a、40kg/10a、他は農家慣行 

対照区   基肥 石灰窒素無施用、農家慣行 

石灰窒素は播種 1 週間前に全層施肥した。 

（２）試験規模：2 区制、23.1m2 

４．調査方法 

23.1m2 の調査を行い、収量は 10a当たりに換算した。 

５．結果 

  石灰窒素区は、収量が増加し、特に生育後期での窒素供給の効果が認められる。 

 

２．青森県 

２大豆 

 
１．実施機関 青森県東北農業試験場（1982） 

２．耕種概要 

（１）土壌：厚層多腐植質黒ボク土 

（２）品種：大豆（ナンブシロメ） 

（３）栽培時期：播種 5 月、収穫 10月 12日、7 年連作 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 75kg/10a、ようりん 150kg/10a 

6月28日7月10日

出芽率 根重 葉重 茎重 莢重 捻実莢数 百粒重 総重 子実重

％ g/株 g/株 g/株 g/株 個／株 g kg/10a kg/10a

石灰窒素40kg/10a区78.0 12.0 40.9 66.3 100.6 18.8 65.2 404 205 105

石灰窒素20kg/10a区84.5 13.5 36.5 60.6 90.5 18.2 59.5 396 210 107

対照区（農家慣行） 80.2 14.9 20.3 43.6 67.5 17.4 58.7 335 196 100

子実重
比

生育（収穫期） 収穫調査

区名

莢数 一莢粒数 百粒重 収量

本／m2 個 g kg/10a

石灰窒素区 562 2.20 25.2 326 115

対照区 546 2.13 25.6 283 100

収量比区名
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対照区   基肥 石灰窒素無施用、厩肥 4,000kg/10a 

４．調査方法 

24m2 の調査を行い、収量は 10a当たりに換算した。 

５．結果 

  好天に恵まれ生育は良好で、石灰窒素区は10a当たり300kg台の収量を得た。 

 

３．秋田県 

３大豆 

 

１．実施機関 秋田県秋田農業改良普及所（1982） 

２．耕種概要 

（１）土壌：砂壌土 

（２）品種：大豆（シロセンナリ） 

（３）栽培時期：播種 6 月 19日、収穫 11月初旬、転作 4 年目 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 10kg/10a、ＰＫ化成 40号 50kg/10a 

慣行区   基肥 石灰窒素無施用、大豆化成 2 号 40kg/10a 

４．結果 

  石灰窒素区は、生育が終始旺盛で、慣行区に比して20％の増収となった。 

 

４．岩手県 

４ほうれんそう 

 

１．実施機関 岩手県園芸農業試験場高冷地開発センター（1985） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒ボク土 

（２）品種：ほうれんそう（ソロモン）、雨よけ 

（３）栽培時期：播種 9 月 4 日、収穫 10月 4 日 

 

主茎長 主茎節数 分枝数 茎太 収量

cm 節 本 mm kg/10a

石灰窒素区 80.1 15.9 2.2 7.5 214 121

慣行区 74.1 15.5 1.7 6.8 176 100

区名 収量比

葉身長 葉幅

cm cm cm cm 枚 g kg/10a

石灰窒素全量区 25.8 14.2 11.6 6.2 7.3 11.9 926 108

石灰窒素半量区 24.9 13.8 11.1 6.3 7.2 11.8 988 116

対照区 23.9 12.6 11.3 6.3 6.9 11.0 854 100

区名

生育調査 収量調査

草丈 葉柄長
葉の大きさ

葉数 株重 収量 収量比
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３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素全量区 基肥 石灰窒素 80kg/10a（N16kg/10a）、ポリホス 50kg/10a 

                     重過リン酸石灰 23kg/10a、硫酸加里 16kg/10a 

石灰窒素半量区 基肥 石灰窒素 40kg/10a（N8kg/10a） 

重過リン酸石灰 47kg/10a、硫酸加里 32kg/10a 

          対照区     基肥 石灰窒素無施用、ポリホス 666 100kg/10a（N16kg/10a） 

（２）試験規模：2 区制、40m2 

４．調査方法 

  生育調査は 20株で実施した。収量調査は 0.5m2 で実施した。 

５．結果 

  石灰窒素区は、対照区に比し収量が高くなった。石灰窒素半量区の方が石灰窒素全量区よりも収量

は高かった。 

 

５．宮城県 

５さといも 

 

１．実施機関 宮城県園芸試験場（1983） 

２．耕種概要 

（１）土壌：細粒台地土 

（２）品種：さといも（土垂） 

（３）栽培時期：植付 5 月 6 日、収穫 11月 10日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 25kg/10a、30kg/10a、35kg/10a、40kg/10a 

対照区 基肥 石灰窒素無施用、硫安 25kg/10a、30kg/10a、35kg/10a、40kg/10a 

（２）各区共通施用：基肥 重過石Ｐ15kg/10a、塩化加里Ｋ25kg/10a 

          石灰窒素は 4 月 21日、他肥料は 5 月 6 日に施用した。 

（３）試験規模：1 区制、200m2 

 

個数 重量 個数 重量 個数 重量

個/10akg/10a 個/10akg/10a 個/10akg/10a

25kg/10a 333 371 4,428 1,203 4,761 1,574 96

30kg/10a 333 460 5,639 1,544 5.972 2,004 122

35kg/10a 333 483 5,538 1,583 5,871 2,066 126

40kg/10a 333 599 6,059 1,670 6,392 2,269 138

25kg/10a 333 426 4,361 1,200 4,694 1,646 100

30kg/10a 333 389 4,873 1,329 5,206 1,718 104

35kg/10a 333 411 4,773 1,221 5,106 1,632 99

40kg/10a 333 361 4,428 1,264 4,761 1,625 99

収量比

石灰窒素区

対照区

区名

親芋 子孫芋 合計
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４．結果 

  石灰窒素の施用で、親芋の肥大、子孫芋の着生数が多くなった。 

  石灰窒素の施用量が増加するつれて収量が高くなった。 

 

６だいこん 

 
１．実施機関 宮城県白石農業改良普及所（1990）管内蔵王町 

２．耕種概要 

（１）土壌：壌土（火山灰土） 

（２）品種：だいこん（長交耐病総太り） 

（３）栽培時期：播種 8 月 10日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a、80kg/10a 

対照区   石灰窒素無施用 

石灰窒素は、播種 10日前に全面散布し深さ 15cmに混和した。 

（２）各区共通施用：基肥 バーク堆肥 1,500kg/10a、ほう砂 1kg/10a、顆粒苦土石灰 80kg/10a、 

BMようりん 60kg/10a、MMB燐加安 100kg/10a 

４．調査方法 

20m2 の調査を行い、収量は良品の本数および重量を 10a当たりに換算した。 

５．結果 

初年度でも石灰窒素の施用により収量が増加した。萎黄病の発生も軽減した。 

 

７だいこん 

 

１．実施機関 宮城県白石農業改良普及所（1991）管内鳴子町 

２．耕種概要 

（１）土壌：壌土（火山灰土） 

（２）品種：だいこん（長交耐病総太り） 

（３）栽培時期：播種 7 月 17日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 80kg/10a、200kg/10a 

本数(本/10a)重量(kg/10a)

石灰窒素80kg/10a区 700 578

石灰窒素40kg/10a区 750 508

対照区（石灰窒素無施用） 450 293

良品収量
区名

区名 根重（kg/10a）

石灰窒素200kg/10a区 4,070

石灰窒素80kg/10a区 3,750

対照区（石灰窒素無施用） 3,140
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対照区   基肥 石灰窒素無施用 

石灰窒素は、播種 10日前に全面散布し深さ 15cmに混和した。 

（２）各区共通施用：基肥 バーク堆肥 2,000kg/10a、苦土石灰 80kg/10a、ようりん 100kg/10a 

４．結果 

石灰窒素を 3 年連用し、収量が増加した。初年度から萎黄病の発病も少なくなった。 

 

８大豆 

 

１．実施機関 宮城県白石農業改良普及所（1984） 

２．耕種概要 

（１）土壌：中粗粒灰色低地土 

（２）品種：大豆（ミヤギオオジロ） 

（３）栽培時期：播種 5 月 27日、収穫 11月初旬、転作 3 年目 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 20kg/10a、30kg/10a、 

慣行区   基肥 石灰窒素無施用 

（２）各区共通施用：基肥 硫加燐安 640 40kg/10a 

（３）試験規模：10a 

４．結果 

  石灰窒素 30kg/10a区は、蔓化傾向にあったが、石灰窒素施用により百粒重が高くなり、30％の増収

となった。 

 

９ほうれんそう 

12 月 7 日（播種 65 日後） 

  

 

 

 

 

主茎長 主茎節数 分枝数 百粒重 収量

cm 節 本 g kg/10a

石灰窒素30kg/10a区64.7 16.6 2.4 36.0 227 134

石灰窒素20kg/10a区63.4 15.6 2.4 35.3 222 131

慣行区 58.7 15.5 2.8 33.4 169 100

収量比区名

草丈 葉幅 葉数 1個体重

cm cm 枚 g

粒状石灰窒素区 15.6 4.7 10.3 7.2

粉状石灰窒素区 14.8 4.2 9.6 6.3

対照区（硫安） 14.2 4.1 9.9 6.6

区名
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1 月 24 日（播種 113 日後） 

 

１．実施機関 宮城県農業センター（1980） 

２．耕種概要 

（１）土壌：埴壌土 

（２）品種：ほうれんそう（東海）冬どり 

（３）栽培時期：播種 10月 4 日、期間 10～12月 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：粒状石灰窒素区 基肥 粒状石灰窒素 37.5kg/10a（N7.5kg/10a） 

粉状石灰窒素区 基肥 粉状石灰窒素 35.7kg/10a（N7.5kg/10a） 

          対照区     基肥 石灰窒素無施用、硫安 37.5kg/10a（N7.5kg/10a）  

基肥は 9 月 23日に施肥した。 

（２）各区共通施用：基肥  過リン酸石灰 P2O515.0kg/10a、塩化加里 K15.0kg/10a 

堆肥 3,000kg/10a、苦土石灰 200kg/10a 

追肥  硫安 37.5kg/10a （N7.5kg/10a）。 

追肥は 12月 14日に施肥した。 

４．調査方法 

各区 50cm2×2 か所を調査した。結果は各区 2 か所調査の良株 20個の平均値とした。 

５．結果 

石灰窒素は、硫安に比べ７～16％の増収を示した。粒状品の方が粉状品よりも良い成績となった。 

 

１０ほうれんそう 

 

 

草丈 葉幅 葉数 1個体重 収量 収量比

cm cm 枚 g kg/10a ％

粒状石灰窒素区 16.2 5.1 11.6 11.6 5,300 116

粉状石灰窒素区 15.3 4.8 10.9 10.5 4,900 107

対照区（硫安） 15.1 4.7 10.7 9.0 4,600 100

区名

草丈 葉幅 株重 草丈 葉幅 株重

cm cm g cm cm g

石灰窒素全量区 15.3 6.4 16.8 × 20.2 7.6 21.0 〇

石灰窒素半量区 16.0 6.8 22.2 ◎ 21.6 8.8 25.1 ◎

対照区 16.0 6.8 18.1 〇 21.2 6.1 16.2 ×

２作目 ３作目

区名
生育 生育

測定値 平均値 測定値 平均値

石灰窒素全量区 1.24～1.621.37 1.46～1.671.55

石灰窒素半量区 1.18～1.501.37 1.24～1.551.39

対照区 1.20～1.581.41 0.93～1.241.09

区名

葉色（富士平ｸﾛﾛﾌｨﾙﾒｰﾀｰ値）

２作目 ３作目
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１．実施機関 宮城県小牛田農業改良普及所（1989） 

２．耕種概要 

（１）土壌：中粗粒灰色低地土 

（２）品種：ほうれんそう（トニック） 

（３）栽培時期：２作目 播種 7 月 27日、収穫 8 月 27日～9 月 2 日 

        ３作目 播種 9 月 17日、収穫 10月 26日～31日、 

パイプハウス雨よけ、転作一年目（山土客土 30cm） 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素全量区  

2 作目 基肥 石灰窒素 75kg/10a（N15kg/10a） 

3 作目 基肥 石灰窒素 75kg/10a（N15kg/10a） 

ＢＭようりん、重過リン酸石灰、硫酸加里で P、K調整 

石灰窒素半量区  

2 作目 基肥 石灰窒素 37.5kg/10a（N7.5kg/10a） 

3 作目 基肥 石灰窒素 37.5kg/10a（N7. 5kg/10a） 

ＣＤＵS382、ＢＭようりん、硫酸加里で N、P、K調整 

          対照区（石灰窒素無施用） 

2 作目 基肥 ＣＤＵS382、ＢＭようりん、N15kg/10a、P16kg/10a、K13kg/10a 

3 作目 基肥 ＣＤＵS382、ＢＭようりん、N15kg/10a、P16kg/10a、K13kg/10a 

施肥は、2 作目が 7 月 26日（播種 1 日前）に、3 作目が 9 月 17日（播種 1 日前）に実施した。 

（２）試験規模：1 区制、554m2 

４．調査方法 

  収量調査は、2 作目が 8 月 27日に 30株で、3 作目が 10月 26日に 30株で実施した。 

５．結果 

  収量では、対照区に比し、石灰窒素半量区は 2 作目、3 作目のいずれも高く、石灰窒素全量区は 3 

作目で増加する傾向であった。 

なお、石灰窒素全量区は 2 作目で生育「×」となったが、これは播種 1 日前に施肥したことが影響 

したものと考えられる（工業会コメント）。 

  葉色では、石灰窒素区は対照区に比し 2 作目ではいずれも薄かったが、３作目に入り明らかに濃く 

なった。 
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６．山形県 

１１大豆 

 

１．実施機関 山形県農業試験場最上分場（1979） 

２．耕種概要 

（１）土壌：壌土（火山灰土） 

（２）品種：大豆（オクシロメ） 

（３）栽培時期：播種 5 月 17日、中耕培土 2 回 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：多量施肥区  基肥 1)石灰窒素 N5kg/10a（25kg/10a）、 

2)硫安 N5kg/10a、 

          標準施肥区  基肥 3)石灰窒素 N2.5kg/10a（12.5kg/10a）、 

4)硫安 N2.5kg/10a、 

          窒素無施用区 基肥 窒素無施用 

          全量基肥全面散布、深さ 15cmにロ－タリー耕を行った。 

          石灰窒素は播種 1 週間前に施用した。 

（２）各区共通施用：基肥 過リン酸石灰 P7.5kg/10a、塩化加里 K12.0kg/10a 

４．結果 

多量施肥区、標準施肥区のいずれも、石灰窒素の方が硫安よりも増収効果が優っていた。 

  石灰窒素施用により、立枯症の発生も軽減した。 

 

１２大豆 

 

１．実施機関 山形県新庄農業改良普及所（1983） 

２．耕種概要 

（１）土壌：表層多腐植質黒ボク土 

（２）品種：大豆（オクシロメ） 

（３）栽培時期：播種 5 月 29日、収穫 10月 16日、転作 3 年目 

全重 稈重 子実重 百粒重

kg/10a kg/10a kg/10a g

石灰窒素 788 392 396 111 23.8

硫安 781 410 370 103 23.5

石灰窒素 758 372 385 107 24.0

硫安 739 380 358 100 23.0

684 351 333 93 23.8

硫安標準
との子実

重比
区名

窒素無施用区

多量施肥区

標準施肥区

主茎長 主茎節数 分枝数 着莢数 収量

cm 節 本 個 kg/10a

石灰窒素区 83.8 16.2 2.9 82.3 348 110

慣行区 78.3 15.8 1.8 56.9 316 100

収量比区名
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３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a、ＰＫ化成 40kg/10a 

慣行区   基肥 石灰窒素無施用、大豆化成 60kg/10a 

（２）試験規模：5a 

４．結果 

  石灰窒素 40kg/10a施用により、着莢数が増加し、10％増収した。 

 

１３なす 

 

１．実施機関 山形県尾花沢農業改良普及所（1991） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒ボク土 

（２）品種：なす（万寿満）、夏秋なす 

（３）栽培時期：移植 5 月 19日、収穫 7 月 10日～9 月 22日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a、ポリオス(16- 16- 16)50kg/10a、 

重過りん酸石灰 50kg/10a、硫酸加里 40kg/10a 

追肥 石灰窒素 30kg/10a×3 回、重過りん酸石灰 20kg/10a×2 回、

硫酸加里 20kg/10a×1 回 

慣行区   基肥 石灰窒素無施用、ポリオス 100kg/10a 

      追肥 石灰窒素無施用、ポリオス 38kg/10a×3 回 

   追肥は、30日目（6 月 20日）、60日目（7 月 23日）、90日目（8 月 22日）に実施した。 

（２）試験規模：10a 

４．結果 

  時期別の収穫量を見ると、石灰窒素区は、8 月中旬、9 月中旬を除いては慣行区を上回り、総量で 

  はやや優る結果となった。 

 

１４ほうれんそう 

 

総収穫量
7/10～
7/20

7/21～
7/31

8/1～
8/10

8/11～
8/20

8/21～
8/31

9/1～
9/10

9/11～
9/20 kg/10a

石灰窒素区 125 240 346 338 528 532 446 2,556 101

慣行区 102 226 322 386 496 476 512 2,520 100

区名
収穫期別収穫量(kg/10a）

収穫量比

草丈 葉長 葉数 重量 草丈 葉長 葉数 重量

cm cm 枚 g cm cm 枚 g

石灰窒素全量区 26.0 11.9 9.5 34.4 19.5 9.5 8.5 26.6

石灰窒素半量区 21.0 10.0 7.3 24.0 18.0 9.0 7.5 23.6

対照区 27.5 10.5 7.7 31.6 17.5 9.5 6.0 21.5

区名

1作目 2作目
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１．実施機関 山形県山形農業改良普及所（1989） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒ボク土 

（２）品種：ほうれんそう（ジュリアス・マジック） 

（３）栽培時期：１作目 播種 6 月 20日、収穫 7 月 16日～24日 

        ２作目 播種 7 月 26日、収穫 8 月 24日～30日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素全量区  

1 作目 基肥 石灰窒素 100kg/10a（N20kg/10a） 

2 作目 基肥 石灰窒素 40kg/10a（N10kg/10a） 

重過リン酸石灰、硫酸加里で P、K調整 

石灰窒素半量区  

1 作目 基肥 石灰窒素 50kg/10a（N10kg/10a） 

2 作目 基肥 石灰窒素 20kg/10a（N5kg/10a） 

そさい 2 号、重過リン酸石灰、硫酸加里で N、P、K調整 

          対照区（石灰窒素無施用） 

1 作目 基肥 そさい 2 号、N20kg/10a、P30kg/10a、K13kg/10a 

2 作目 基肥 そさい 2 号、N10kg/10a、P15kg/10a、K13kg/10a 

施肥は、1 作目が 6 月 17日（播種 3 日前）に、2 作目が 7 月 24日（播種 2 日前）に実施した。 

（２）試験規模：1 区制、3a 

４．調査方法 

  収量調査は、1 作目が 7 月 24日に 10株で、2 作目が 8 月 24日に 10株で実施した。 

５．結果 

  石灰窒素区は、対照区に比し、2 作目での増収効果が明らかであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定値 平均値 測定値 平均値

石灰窒素全量区 0.81～1.291.10 0.87～1.341.08

石灰窒素半量区 0.63～1.301.13 0.89～1.381.09

対照区 1.01～1.581.05 0.71～1.251.05

葉色（富士平ｸﾛﾛﾌｨﾙﾒｰﾀｰ値）

区名 1作目 ２作目
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７．福島県 

１５大豆 

 

１．実施機関 福島県西白河農業改良普及所（1983） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒ボク土 

（２）品種：大豆（エンレイ） 

（３）栽培時期：播種 5 月 30日、収穫 10月 16日、転作 4 年目 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 15kg/10a（N3kg/10a）、30kg/10a、 

ＰＫ化成 60kg/10a 

慣行区   基肥 石灰窒素無施用、大豆化成 60kg/10a(N3kg/10a) 

（２）試験規模：330m2 

４．結果 

  石灰窒素の標準施用（15kg/10a）区は、増収となった。 

  石灰窒素の倍量施用（30kg/10a）区は、蔓化傾向が見られ収量増には結びつかなかった。 

  石灰窒素施用により、土壌病害による欠株が少なくなった。 

 

８．茨城県 

１６にんじん 

 

１．実施機関 茨城県谷田部農業改良普及所（1979） 

２．耕種概要 

（１）土壌：沖積土 

（２）品種：にんじん夏まき（黒田五寸） 

（３）栽培時期：播種 7 月下旬、収穫 9 月上旬 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 100kg/10a 

          慣行区   基肥 石灰窒素無施用 

          石灰窒素は全面散布し、土とよく混和した。 

（２）各区共通施用：窒素の施肥量は 20kg/10a、リン酸、カリの施肥量は慣行とした。 

主茎長 分枝数 欠株割合 収量

cm 本 ％ kg/10a

石灰窒素30kg/10a区60.2 4.1 3.5 285 103

石灰窒素15kg/10a区66.5 3.7 5.0 313 113

慣行区 63.3 2.8 5.5 285 100

収量比区名

上物 Ｂ級品 合計

石灰窒素区 3,960 1,560 5,520 107

慣行区 2,850 2,310 5,160 100

収量(kg/10a) 収量比
(%)

区名
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４．結果 

石灰窒素の連用により、上物品の増収率が高くなった。病害も見られなくなった。 

５．備考 

石灰窒素連用による試験は、東京近郊そさい研究会で関東各県が実施し、良い成績をあげている。 

 

９．栃木県 

１７いちご 

 

１．実施機関 栃木県農業試験場（1967） 

２．耕種概要 

（１）土壌：火山灰土壌 

（２）品種：いちご（ダナー） 

（３）栽培時期：定植 10月中旬、収穫 3 月中旬 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 N20kg/10a(100kg/10a)  

緩効化成区 基肥 全量基肥施用 

          硫安区   基肥 硫安 N20kg/10a、2 回分施 

          石灰窒素は全面散布し、土とよく混和した。 

（２）各区共通施用：施肥量（基肥、追肥の合計）を、N20kg/10a、P20kg/10a、K20kg/10aとした。 

４．結果 

  石灰窒素区は、緩効化成区、硫安区に比べ、収量増となった。 

 

１８飼料作物（デントコーン） 

 

 草丈は 10 本の平均値 

１．実施機関 栃木県真岡農業改良普及所（1984） 

２．耕種概要 

（１）土壌：火山灰土壌 

（２）品種：デントコーン（パイオニア 3424） 

（３）栽培時期：播種 6 月 1 日、収穫 9 月 7 日 

収量 収量比

(kg/10a) (%)

石灰窒素区 2,077 116

緩効化成区 1,753 98

硫安区 1,789 100

区名

8月7日

草丈 草丈 収量

cm cm kg/10a

石灰窒素区 294 316 8,056 111

慣行区 288 306 7,277 100

9月7日（収穫時）

区名
収量比
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３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a、牛糞尿 5,000kg/10a 

慣行区   基肥 石灰窒素無施用 牛糞尿 8,000kg/10a 

４．結果 

  発芽状況、初期生育ともに、両区で差が見られなかった。 

  播種後 2 か月目の生育状況は、石灰窒素区の方がやや優った。 

  収量では、草丈には差が見られなかったが、石灰窒素区の方が 11%増収した。 

  石灰窒素の適正施用により、高収量、強堅性の点で期待が持てる。 

  糞尿腐熟時の利用にも、石灰窒素の普及が期待される。 

 

１９にんじん 

 

１．実施機関 栃木県農業試験場（1967） 

２．耕種概要 

（１）土壌：火山灰土壌 

（２）品種：にんじん（紅心五寸） 

（３）栽培時期：播種 5 月上旬、収穫 8 月中旬 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 N20kg/10a（100kg/10a） 

緩効化成区 全量基肥施用 

          硫安区   基肥 硫安 N20kg/10a、追肥と併せ 2 回分肥 

          石灰窒素は全面散布し、土とよく混和した。 

（２）各区共通施用：施肥量（基肥、追肥の合計）を N20kg/10a、P20kg/10a、K20kg/10aとした。 

４．結果 

  石灰窒素区は、緩効化成区、硫安区よりも顕著に増収した。 

５．備考 

  千葉、埼玉、茨城、群馬の各県などでも、石灰窒素を緩効性肥料として施用し、効果をあげている。 

 

 

 

 

 

 

 

収量 収量比

(kg/10a) (%)

石灰窒素区 6,470 119

緩効化成区 5,770 106

硫安区 5,450 100

区名
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１０．群馬県 

２０ごぼう 

 

 

１．実施機関 群馬県伊勢崎農業改良普及所（1990） 

２．耕種概要 

（１）土壌：褐色低地土 

（２）品種：ごぼう（伊助） 

（３）栽培時期：定植 12月 20日、収穫 7 月 21日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 100kg/10a、苦土重焼燐 50kg/10a、硫酸加里 30kg/10a 

対照区   基肥 石灰窒素無施用、燐硝安加里 1 号 180kg/10a、石灰 100kg/10a 

（２）各区共通施用：基肥 有機ペレットゴボウ専用 250kg/10a 

          追肥 ジシアン化成 555 30kg/10a 

４．調査方法 

  1 区１畝 5mの長さについて調査を行った。 

５．結果 

  収量は、石灰窒素区が対照区よりも多くなった。特に２Ｍ以上の収量が多くなった。 

  品質は、達観であるが、石灰窒素区の方が肌が白いと思われた。 

  石灰窒素区は病害（菌核病）の発生が対照区に比べ少なかった。 

  石灰窒素の施用効果が認められ、普及性が高いと思われる。 

 

２１なす 

 

１．実施機関 群馬県太田農業改良普及所（1990） 

 

Ｌ ＬＭ Ｍ ２Ｍ Ｓ 合計

石灰窒素区 2 4 17 13 11 47 15

対照区 － 3 18 14 10 45 24

規格別本数（本） 格外・
病害

区名

Ｌ ＬＭ Ｍ ２Ｍ Ｓ 合計 収量比

石灰窒素区 1.14 2.10 6.54 2.68 1.61 15.65 125 1.93

対照区 － 1.54 6.31 3.34 1.32 12.51 100 3.14

区名
格外・
病害

規格別重量（kg）

7月 8月 9月 10月

総収量 kg/10a 50 1,547 1,827 1,247 4,671

Ａ品量 kg/10a 50 967 1,047 740 2,804

Ａ品率 ％ 100 63 57 59 60

収穫月別収穫量、他
計区名

石灰窒素区
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２．耕種概要 

（１）土壌：淡色ボク土 

（２）品種：なす（黒部）、夏秋なす 

（３）栽培時期：移植 6 月 30日、収穫 7 月 29日～10月 31日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成： 

石灰窒素区 基肥 石灰窒素 80kg/10a、燐硝安加里(16- 10- 14)53kg/10a、苦土石灰 67kg/10a、 

堆肥（豚ふん）2,700kg/10a 

石灰窒素は、定植と同時に通路に散布し、畝の肩にかきあげた。 

追肥 石灰窒素 27kg/10a×5 回、燐硝安加里 37kg/10a×1 回 

            石灰窒素の追肥は、7 月 18日、8 月 1 日、8 月 25日、9 月 10日、9 月 21日に、 

約 10日間隔で 5 回、計 135kg/10aを早朝に通路へ散布した。 

燐硝安加里の追肥は、8 月 11日に 1 回、散布した。 

（２）試験規模：15a 

４．結果 

  生育は、順調で実のつきも極めて良好であった。 

  収穫の終わり近くで一部の下葉に軽い苦土欠乏症が見られたが、総合的に見て石灰窒素の利用は 

  なすの品質向上に極めて効果が高いと判断された。 

５．備考 

（１）担当農家の感想 

  ナスの色が良くなった（濃い紫色になり、光沢が出るようになった） 

  Ａ品率が高く、品質向上が図れた。 

  市場での評価が高い。 

  雑草が生えなくなり仕事が楽になった。こんな良いなすが出来たのは初めてです。 

（２）市場での評価 

  石灰窒素を施用して栽培したものはＡ品が多く、平均単価で 16％（39円/kg ）高く販売できた。 

  その要因は果実の色と艶の良いことにあった。 

 

２２ねぎ（追肥） 

１．実施機関 群馬県館林農業改良普及所（1990） 

２．耕種概要 

（１）土壌：灰色低地土 

（２）品種：ねぎ（東京夏黒 2 号） 

（３）栽培時期：定植 4 月 10日、収穫 8 月 7 日～31日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 追肥 石灰窒素 40kg/10a×3 回（5 月～7 月） 

慣行区   追肥 Ｓ100 40kg/10a×6 回 

（２）各区共通施用：基肥 ＩＢ化成 40kg/10a、苦土石灰 60kg/10a 
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４．結果 

  石灰窒素区は、10aあたり 560ケース（5kg入り）、2,800kg/10a 収穫できた。 

  石灰窒素区の出荷規格割合は、２Ｌ95％、Ｌが 5％であった。 

石灰窒素区は、収量、品質とも良かったと思われる。 

５．備考 

  農家の反応では、石灰窒素は追肥効果があるように思われ、今後も追肥として使っていきたい。 

 

２３ブロッコリー 

１．実施機関 群馬県館林農業改良普及所（1989） 

２．耕種概要 

（１）土壌：沖積土 

（２）品種：ブロッコリー（スイング、中晩生種）、麦転作後 

（３）栽培時期：定植 9 月 9 日、収穫 12月 12日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 125kg/10a（N25kg/10a） 

          ＣＤＵ区  基肥 ＣＤＵ燐加安 S- 020号 N25kg/10a相当量 

慣行区   基肥 石灰窒素無施用、有機ＮＮ121号 N25kg/10a相当量 

基肥は 9 月 7 日に施肥した。 

（２）各区共通施用：追肥 化成(14- 8- 12)30kg/10a。追肥は 9 月 27日に施肥した。 

４．結果 

  花蕾重は、石灰窒素区＞慣行区＞ＣＤＵ区の順となった。各区ともＬ級の花蕾であった。 

  収穫適期になっても、窒素の肥効が継続している場合は、アントシアニンの発生も少なく、 

品質が向上すると思われるが、各区とも肥効が持続していると考えられ、普及性は高いと思われる。 

 

１１．埼玉県 

２４ほうれんそう 

 

１．実施機関 埼玉県川越農業改良普及所（1984） 

調整済

長さ 幅 収量

cm 枚 cm cm kg kg 本/穴

石灰窒素連用区 26.3 12.5 11.1 5.5 13.4 112 6.90 8.0

慣行区 27.6 13.0 11.5 5.6 13.3 111 7.30 7.5

石灰窒素無施用区 27.5 13.2 11.3 5.9 11.9 100 6.00 7.1

石灰窒素連用区 30.0 8.5 12.6 8.2 8.65 101 7.25 8.0

慣行区 31.5 9.1 12.4 8.0 9.25 108 7.60 7.7

石灰窒素無施用区 29.4 9.4 11.6 8.3 8.55 100 7.25 7.8

石灰窒素連用区 26.9 9.4 10.9 7.3 12.3 105 10.0 8.1

慣行区 25.0 9.5 10.6 8.3 12.1 103 9.83 8.0

石灰窒素無施用区 24.0 7.6 10.7 8.2 11.7 100 9.55 7.7

全量比
本数

1作目

2作目

3作目

区名

葉の大きさ
草丈 葉数 全重
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２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土（壌土） 

（２）品種：ほうれんそう（1 作目オラクル、2 作目パレード、3 作目ソロモン） 

（３）栽培時期：1 作目 播種 7 月 9 日、収穫 7 月 24日 

２作目 播種 9 月 2 日、収穫 10月 1 日 

        ３作目 播種 10月 4 日、収穫 2 月 12日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素連用区  

           1 作目 基肥 石灰窒素 80kg/10a 

                  フミンホスカ 200kg/10a、苦土石灰 160kg/10a、豚ふん 5t/10a  

2 作目 基肥 石灰窒素 80kg/10a 

       そ菜専用有機 150kg/10a、ようりん 120kg/10a 

3 作目 基肥 石灰窒素 80kg/10a 

       フミンホスカ 200kg/10a、日の本化成 60kg/10a 

石灰窒素無施用区  

 1 作目 基肥 フミンホスカ 200kg/10a、粒状苦土石灰 160kg/10a、豚ふん 5t/10a  

2 作目 基肥 そ菜専用有機 150kg/10a、ようりん 120kg/10a 

3 作目 基肥 フミンホスカ 60kg/10a、日の本化成 60kg/10a、 

苦土石灰 100kg/10a 

          慣行区（1 作目基肥で石灰窒素施用） 

1 作目 基肥 石灰窒素連用区と同じ 

2 作目 基肥 石灰窒素無施用区と同じ 

3 作目 基肥 フミンホスカ 200kg/10a、日の本化成 60kg/10a、 

苦土石灰 100kg/10a 

施肥は、2 作目が 7 月 26日（播種 1 日前）に、3 作目が 9 月 17日（播種 1 日前）に実施した。 

４．調査方法 

  調査は、各区 100穴で実施した。 

５．結果 

  生育状況は、発芽状況各区良好で、収穫時の一穴当たりの生育本数にも差がなかった。 

  石灰窒素連用区、慣行区は、石灰窒素無施用区よりも草丈が優り、石灰窒素の肥効が出ている。 

  収量では、第 1 作～3 作を通じ、石灰窒素連用区、慣行区が、石灰窒素無施用区に比し全重で上回っ

た。特に第 1 作では石灰窒素施用の有無により 10％以上の差が認められた。 

  第 2、第 3 作では、石灰窒素連用区、慣行区は、石灰窒素無施用区よりも増収が認められた。 

  品質（葉肉、葉色など）については、明らかな差は認めらなかった。 

６．備考 

  農家の意見は、ほうれんそう栽培が周年化し、連作に近い作型で経営の第一位品目となっている現

状では、土壌病害対策、酸度矯正、品質向上のために石灰窒素は不可欠な資材であり、連作畑では、

第１作目に石灰窒素を慣行で施用している。今後は毎作施用での収量、品質を検討していきたい。 
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１２．東京都 

２５こまつな 

 
１．実施機関 東京都中央農業改良普及所（1984） 

２．耕種概要 

（１）土壌：赤土客土 

（２）品種：こまつな（1 作目みずき、2・3 作目駿河菜、4 作目みずき、5 作目新黒水菜）連作 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 50kg/10a/ 作（2 作目のみ 100kg/10a）、 

PK化成 70kg/10a/ 作（2 作目のみ 100kg/10a） 

慣行区   基肥 高度化成(15- 15- 15)68kg/10a/ 作、 

ハイリンサン 12kg/10a/ 作（2 作目除く） 

油粕 250kg/10a（2 作目のみ） 

（２）各区共通施用：オガクズ牛糞堆肥 2～3 ﾄﾝ/ 10aを年 1 回施用 

４．調査方法 

  収量調査について、上物、下物収量は 0.25m2 当たりの収量、生育調査は上物 20株の平均値を記載 

  した。なお 2 作目の調査は出来なかった。上物収量については 10a当たり換算値を記載した。 

  調査日：1 作目 7 月 15 日、3 作目 8 月 27日、4 作目 9 月 28日、5 作目 11月 6 日 

５．結果 

  発芽生育とも石灰窒素区が優った。慣行区は第 2 作で油粕の発酵が不充分であったため、発芽時に 

ガス障害を起こして生育に影響が出た。 

１作目を除き、発芽率の関係（手まきの影響か）で石灰窒素区の方がやや遅れ気味となり、1 株当た 

りの重量や株張りが劣ったが、収量は石灰窒素区の方が 4 作目を除き優る結果となった。 

土壌分析では、石灰窒素区の方が置換性石灰および有効燐酸含量が多くなり、ｐHも高くなった。 

６．備考 

  石灰窒素＋ＰＫ化成による施肥体系は収量も優ったが、担当農家が慣行施肥に慣れているせいか、

施肥作業がしにくいとの意見（慣行は、作業の関係で種子をまいてから施肥が出来るなど簡便な作

業ができる）があった。 

 

 

 

本数 重量 本数 重量 葉柄長 葉身長 葉幅長

本 g 本 g g/株 kg/10a cm 枚 cm cm cm

石灰窒素区 203 1,058 122 215 104 8.3 4,232 120 22.0 5.0 11.5 10.2 7.9

慣行区 186 880 127 211 100 6.2 3,520 100 20.2 5.0 10.3 9.3 7.4

石灰窒素区 154 1,320 140 250 111 15.0 5,280 112 24.8 6.1 11.6 12.1 10.1

慣行区 135 1,175 131 235 100 18.0 4,700 100 25.5 6.2 11.6 13.3 10.6

石灰窒素区 105 522 57 86 157 7.4 2,088 91 22.4 4.0 11.2 11.0 7.4

慣行区 90 572 15 32 100 8.2 2,288 100 22.0 4.0 10.2 11.8 7.7

石灰窒素区 184 1,015 119 131 106 6.8 4,060 130 23.6 4.1 13.0 10.4 5.9

慣行区 153 780 132 130 100 7.6 3,120 100 22.5 4.2 11.6 10.5 6.5

下物

第3作

第4作

第5作

最大葉
草丈 葉数

区名

第1作

株重
総株数比

10a換算
上物収

量

10a換算
上物収量

比

上物
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１３，神奈川県 

２６にんじん 

 

１．実施機関 神奈川県足柄農業改良普及所（1984） 

２．耕種概要 

（１）土壌：砂壌土 

（２）品種：にんじん（新黒田五寸） 

（３）栽培時期：播種 7 月 10日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 60kg/10a、ＮＫ化成 40kg/10a、硫酸加里 25kg/10a、  

                   ようりん 80kg/10a 

          慣行区   基肥 石灰窒素無施用、タキホスカ化成 80kg/10a、ＮＫ化成 40kg/10a、

ようりん 40kg/10a 

          石灰窒素散布は、播種 2 週間前に行った。 

（２）各区共通施用：基肥 堆肥 1,000kg/10a、苦土石灰 80kg/10a 

４．結果 

  生育状況は、区間差がなかったが、生育が進み、収穫時は石灰窒素が優った。 

  収量では、石灰窒素区の全収量は慣行区よりも本数、重量ともに少なかったが、規格別の収量では、 

  商品化できるＬＬ～Ｍ級を比較すると石灰窒素区の方が本数、重量ともに増収となった。 

５．備考 

  担当農家の意見では、輪作、連作で作付け前に余裕がないので、石灰窒素は施用したくても施用し

にくい面が多い。病害虫対策、土壌改良、雑草対策など総合的に、年 1 回は施用するよう検討した

いとのことであった。 

 

１４．長野県 

２７アスパラガス 

１．実施機関 長野県小布施町農業協同組合（栽培指針） 

２．処理方法（施肥基準） 

   春肥  配合肥料（ほう素入り S550）（9- 9- 6）60kg/10a 

   礼肥  アスパラ 1 号（22.4- 38.4- 19.2）120kg/10a 

       堆肥 4,000kg/10a、鶏糞 500kg/10a、ｱﾂﾞﾐﾝ苦土石灰200kg/10a 

   夏肥  アスパラ 1 号（22.4- 38.4- 19.2）40kg/10a 

   越冬肥 石灰窒素 80kg/10a、ようりん 60kg/10a、堆肥 2,000kg/10a 

   ＊越冬肥は茎葉刈取り後に施用する。＊ｐＨは 6.0～6.7 とする。 

対比 対比

％ ％

本数(本） 2 2 10 14 107 2 0 2 18 86

重量(g)700 430 2,020 3,250 118 210 0 230 3,690 97

本数(本） 2 3 8 13 100 3 2 3 21 100

重量(g)720 735 1,300 2,755 100 260 160 620 3,795 100

ＳＳ 規格外 合計区名

石灰窒素区

慣行区

ＬＬ Ｌ Ｍ 計 Ｓ
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２８セルリー 

１．実施機関 長野県諏訪施肥改善協議会（栽培指針） 

２．処理方法（施肥基準） 

（１）新しい圃場で 1 作の場合  

   基肥 石灰窒素 100kg/10a、BM重焼リン 100kg/10a、有機配合肥料（10- 6- 7）600kg/10a 

（２）連作圃場で 1 作の場合 

   基肥 石灰窒素 100kg/10a、有機配合肥料（10- 6- 7）500kg/10a 

（３）連作圃場で 2～３作する場合 

  1)1 作目 

基肥 石灰窒素 100kg/10a、硫安 100kg/10a、鶏糞(3- 3- 1)450kg/10a、 

有機配合肥料（10- 6- 7）450kg/10a 

  2)2 作目 

   追肥 BB追肥 N30号（燐硝安加里 S248号）（18- 4- 8）80kg/10a 

3)3 作目 

   追肥 BB追肥 N30号（燐硝安加里 S248号）（18- 4- 8）100kg/10a 

 

２９だいこん 

 

１．実施機関 長野県北安曇農業改良普及所（1983） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：だいこん（青首耐病総太り） 

（３）栽培時期：播種 7 月 1 日、収穫 8 月 29日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a、ＢＭ化成 100kg/10a 

          慣行区   基肥 石灰窒素無施用、ＢＭ化成 120kg/10a 

          石灰窒素は 6 月 15日に施肥し、耕起した。 

（２）各区共通施用：基肥 もみがら豚堆肥 2,000kg/10a、苦土石灰 100kg/10a 

（３）試験規模：2 連制、100m2 

４．結果 

  生育は、低温と長雨により平年よりも劣った。 

  収量は、出荷率が石灰窒素区の方が高い傾向が見られた。Ａ級比率も同じ傾向が見られた。 

 

 

出荷率

Ｌ Ｍ 計 Ｌ Ｍ 計 （成品率）

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

石灰窒素区 23 19 42 24 14 38 20 72

慣行区 19 15 34 20 23 43 23 65

Ｃ級比
率

Ａ級比率 Ｂ級比率

区名
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１５．新潟県 

３０だいこん 

１．実施機関 新潟県新潟市大根出荷組合（栽培指針） 

２．耕種概要 

（１）土壌：砂土 

（２）品種：だいこん（青首） 

（３）栽培時期：春まき→夏どり、夏まき→秋どり 

３．処理方法（施肥基準） 

  肥持ちの悪い砂丘地において産地を維持するために、堆肥と石灰窒素 60kg/10aを緩効性肥料として

毎作施用する。 

４．備考 

  有機物の不足している砂丘地において、土壌改良のため堆肥を施用し、緩効性肥料としてさらに石

灰窒素を用いる。 

  肌の美しい（品質の良い）だいこんが生産される。 

 

１６．愛知県 

３１水稲 

 

 ＊基盤整備後 1 作目 

１．実施機関 愛知県安城農業改良普及所（1980）基盤整備対策 

２．耕種概要 

（１）品種：日本晴 

（２）栽培時期：田植 6 月 1 日（慣行 5 月下旬） 

（３）圃場：基盤整備田 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 20kg/10a 

                石灰窒素は田植え 1 週間前に施用し、荒起こしを行った。 

          慣行区   基肥 石灰窒素無施用 

慣行区は追肥によって生育不良の矯正を行った。 

（２）各区共通施用：基肥は慣行とおりとした。 

４．結果 

  基盤整備田は、土が大きく動かされ地力が低く不均一となる。従って、随所に肥切れ状態が見られ、 

  数年間は低収を余儀なくされる。 

  石灰窒素 20kg/10a施用することで、地力の不均一が是正され、収量増となった。 

 

生育状況 玄米重

kg/10a

石灰窒素区 良好 465

慣行区 不均一 390

区名
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１７．三重県 

３２水稲 

 

１．実施機関 三重県桑名農業改良普及所（1980）基盤整備対策 

２．耕種概要 

（１）栽培時期：田植 6 月 3 日 

（２）圃場：基盤整備田 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 20kg/10a 

                石灰窒素は田植え 1 週間前に施用し、耕転した。 

          慣行区   基肥 石灰窒素無施用 

                追肥によって生育不良の矯正を行った。 

（２）各区共通施用：基肥は慣行とおりとした。 

４．結果 

  石灰窒素 20kg/10a施用することで、地力の不均一が是正され、生育も良好で、収量増となり、周辺

農家の注目をひいた。 

 

１８．滋賀県 

３３だいこん 

 

１．実施機関 滋賀県ＪＡ安曇川町（1990） 

２．耕種概要 

（１）土壌：沖積層壌土 

（２）品種：だいこん（くらま） 

（３）栽培時期：播種 9 月 4 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a、60kg/10a、 

ＢＭようりん 60kg/10a、塩化加里 13kg/10a 

          対照区   基肥 石灰窒素無施用、  

Ｂ入り化成 8- 6- 8 100kg/10a、ＢＭようりん 30kg/10a 

生育状況 玄米重

kg/10a

石灰窒素区 良好 504

慣行区 不均一 420

区名

葉長 根長 全重 Ｍ Ｌ ２Ｌ ３Ｌ

cm cm kg／本 本 本 本 本

石灰窒素60kg/10a区42.9 38.9 1.71 － 5 9 6

石灰窒素40kg/10a区36.0 38.9 1.37 2 11 7 －

対照区 47.5 36.0 1.58 1 7 10 2

区名

収量 形状規格
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          石灰窒素は、8 月 9 日に施肥した。 

４．調査方法 

収量調査は、20株で実施した。 

５．結果 

  石灰窒素 60kg/10a区で、根長をはじめ形状の大きいものが収穫できた。 

  石灰窒素区は、だいこんの表皮がきれいであるとの感触を得た。 

 

３４なす 

 

１．実施機関 滋賀県ＪＡ近江八幡市（1991） 

２．耕種概要 

（１）土壌：沖積層、壌土 

（２）品種：なす（千両） 

（３）栽培時期：移植 3 月 12日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 80kg/10a、やさい有機 2 号( 8- 7- 8)100kg/10a 

          慣行区   基肥 石灰窒素無施用、やさい有機 2 号(8- 7- 8)200kg/10a、 

（２）各区共通施用：基肥 やさい有機 4 号（油粕）30kg/10a、燐硝安加里 S604号 30kg/10a、 

苦土石灰 150kg/10a、ＢＭようりん 60kg/10a、鶏ふん 300kg/10a、 

堆肥 3,000kg/10a 

追肥 燐硝安加里 30kg/10a（3 月 30日）、20kg/10a（4 月 28日）、20kg/10a（6 月 

15日）、やさい有機 4 号 60kg/10a（4 月 15日）、60kg/10a（5 月 20日） 

４．結果 

  初期生育は両区で差異がなかったが、5 月中旬頃より石灰窒素区が良くなり、収穫終了まで紫色が濃

く秀品率が高かった。 

担当農家は、約 5%増収・増益したので、今後は石灰窒素を基肥に使いたいとのことであった。 

 

 

 

 

 

 

 

計

収量 秀品率 収量 優品率 収量 良品率 総収量

kg/10a ％ kg/10a ％ kg/10a ％ kg/10a

石灰窒素区 7,050 82 1,030 12 520 6 8,600

慣行区 6,640 81 980 12 580 7 8,200

区名

秀品 優品 良品
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１９．和歌山県 

３５ブロッコリー 

 

１．実施機関 和歌山県日高農業改良普及所（1990） 

２．耕種概要 

（１）土壌：沖積層 埴壌土 

（２）品種：ブロッコリー（直緑 28号） 

（３）栽培時期：定植 10月 29日、収穫 3 月 5 日～20 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 追肥 石灰窒素 60kg/10a 

慣行区   追肥 石灰窒素無施用、硝安 40kg/10a 

追肥 2 回目は 12月 20日に施肥した。 

（２）各区共通施用：基肥 高度化成 444 160kg/10a、リンスター80kg/10a、苦土石灰 80kg/10a 

          追肥 硝安 60kg/10a 

          追肥 1 回目は 11月 29日に施肥した。 

４．結果 

  石灰窒素区は、慣行区に比し増収し、後期まで追肥の効果を保つことができると考えられる。 

品質については両区で差は見なかった。石灰窒素区は、2 月中旬頃まで除草効果が見られた。 

  石灰窒素の追肥はシャクを利用したが、中腰作業のため作業面に問題がある。また、風向きにより 

  ブロッコリーにかかるので、注意して散布しなければならない。 

 

３６いよかん 

 

１．実施機関 和歌山県有田農業改良普及所(1991)  

２．耕種概要 

（１）土壌：洪積層、壌土 

（２）品種：伊予柑、中晩柑 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 2 月肥 石灰窒素 60kg/10a 

          慣行区   2 月肥 石灰窒素無施用 

          石灰窒素は全面施用した。 

ＬＬ Ｌ Ｍ

kg/10a kg/10a kg/10a kg/10a 円 円

石灰窒素区 1,400 50 1,200 150 190 266,000

慣行区 1,350 30 1,120 200 190 256,500

区名
総重量

規格別重量
単価 粗収益

着果個数 着果量 1果平均重 収量

個 kg g Ｌ以上 Ｍ Ｓ kg/10a

石灰窒素区 91 24.8 273 91 9 － 4,123

慣行区 87 23.5 270 90 10 － 3,899

規格別重量比　％
区名
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（２）各区共通施用：3 月肥 みかん配合 2 号（8- 5- 6）100kg/10a 

          6 月肥 燐加安 14号(14- 10- 13) 60kg/10a 

          10月肥 みかん配合 2 号 100kg/10a 

          各肥料は全面散布した。 

（３）調査規模：６m2 

４．結果 

  石灰窒素区は、生育では新鞘の本数、長さとも慣行区を上回り、収量も優った。 

  品質については差がなかった。 

５．備考 

  伊予柑は着果過多により樹勢低下になりやすく、樹勢維持のためには多肥する必要がある。 

  しかし、60kg/10a は均一に施用しにくい、除草効果については草丈の低い（10cm）草は枯死するが

草丈の高い草は枯れなかった。 

 

３７みかん 

 

１．実施機関 和歌山県日高農業改良普及所（1991） 

２．耕種概要 

（１）土壌：沖積層 埴壌土 

（２）品種：みかん（興津早生温州） 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 2 月肥 石灰窒素 60kg/10a（2 月 9 日表面施用） 

5 月肥 ＩＢ化成(12- 8- 10) 40kg/10a（5 月 29日表面施用） 

慣行区   石灰窒素無施用 

5 月肥 ＩＢ化成(12- 8- 10) 80kg/10a（5 月 29日表面施用） 

（２）各区共通施用：2 月肥 晩柑配合(8- 5- 8) 120kg/10a（2 月 28日表面施用） 

          9 月肥 晩柑配合(8- 5- 8) 160kg/10a（9 月 10日表面施用） 

（３）試験規模：1 区制、３樹／区 

４．結果 

  両区とも着花は多かったが、有葉花は少なかった。 

  収量では両区で差がなかったが、石灰窒素区の方が大玉果が多かった。 

  品質では両区であまり差はなかったが、石灰窒素区の方が着色は良かった。 

  石灰窒素区は、全般に樹勢が良く、新鞘の発生も多かった。 

  石灰窒素区は除草効果があり、春の除草剤散布を 1 回省くことができた。 

 

 

着果個数 着果量 1果平均重 収量 糖 クエン酸

個 kg g kg/10a ％ ％

石灰窒素区 167 49.8 298.5 3,486 10.5 1.26 8.3

慣行区 189 52.0 275.2 3,640 10.7 1.27 8.4

区名 甘味比
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２０．兵庫県 

３８キャベツ（畝間施用） 

１．実施機関 兵庫県稲美町（栽培指針） 

２．処理方法 

  9 月中旬に定植し、10 月中旬・下旬の結球開始前に石灰窒素 40kg/10a を畝の肩から畝間にかけて、

キャベツにかからないよう散布する。 

３．結果 

  石灰窒素の緩効性により、追肥の効果が上がる。除草もできる。 

４．備考 

  葉の表面がろう質の野菜は、ろう質でない野菜に比べて石灰窒素による薬害を受けにくいので、除

草を兼ねて追肥で使用される。 

  キャベツ収穫後の 1～２月頃、残渣や根とともにすき込むと土づくりの効果が上がる。 

 

３９キャベツ（追肥） 

 

１．実施機関 兵庫県柏原農業改良普及所(1991) 

２．耕種概要 

（１）土壌：壌土 

（２）品種：グリーンボール（アーリーボール） 

（３）栽培時期：定植 8 月 26日、収穫 10月 15日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 追肥（2 回目、定植後 25日目）石灰窒素 50kg/10a 

          対照区   追肥（2 回目）なし 

（２）各区共通施用：基肥 園芸化成(15- 15- 15)140kg/10a、BMようりん 60kg/10a、苦土石灰 200kg/10a

堆肥 3,000kg/10a 

          追肥（1 回目、定植後 10日目） 園芸化成 40kg/10a。 

（３）試験規模：5a 

４．調査方法 

収量調査を 10株平均で行った。 

５．結果 

  石灰窒素区は、対照区に比較して、球重がやや大きくなる傾向がみられた。 

  品質面（葉緑素、乾物率）については、明確な差が見られなかった。 

６．備考 

  増収効果が認められ、普及性は高い。 

  追肥の散布方法の検討が必要（畝の肩面に均一に散布する器具等の開発）。 

球高 球径 球重 10a換算収量葉緑素 乾物率

cm cm kg kg/10a ％

石灰窒素区 15.5 14.3 0.737 3,640 22.5 94.2

対照区 15.1 14.6 0.647 3,200 20.1 94.3

区名
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４０たまねぎ 

１．実施機関 兵庫県農業試験場宝塚分場（栽培指針） 

２．処理方法 

  2 月から 3 月上旬までに石灰窒素 25～30kg/10aを圃場全面に均一に散布する。 

３．結果 

  石灰窒素の緩効性により、追肥の効果が上がる。除草もできる。 

４．備考 

  3 月を過ぎると、根が地表近く伸びてくるので、散布後に降雨があると薬害を生ずることがある。 

  畝溝部を含む全面散布量は 30kg/10aを超えないようにする。 

  除草は、春草が一斉発芽した直後の、雑草が小さいうちに散布すると効果が高くなる。 

 

４１はくさい 

１．実施機関 兵庫県南淡路農業改良普及所（1981）（栽培指針） 

２．耕種概要 

（１）土壌：砂壌土 

（２）品種：はくさい（ほまれ） 

（３）栽培時期：定植 10月 10日、収穫 2 月初旬 

３．処理方法（施肥基準） 

   基肥 堆肥 2,000kg/10a、乾燥鶏糞 200kg/10a 

      石灰窒素 100kg/10a、ＰＫ化成 80kg/10a、微量要素入り高度化成 40kg/10a 

   追肥 微量要素入り高度化成 100kg/10a（3 回分施） 

  堆肥や乾燥鶏糞を施用した後、石灰窒素は定植 5～7 日前に 100kg/10aを全面散布、耕起し、その後

定植までに他の基肥を施用する。 

４．結果 

  上記の施肥設計で、450～500ケース収穫し、しかも高値で売れる２Ｌ、Ｌクラスを多収した。 

  基肥に石灰窒素を 100kg/10a施用すると、根こぶ病の発生を抑制した。 

緩効性により肥切れがしなかった。 

  石灰窒素の施用によって、外葉だけでなく、内部まで緑色味が多く、市場価値が高くなった。 

  

 ＊1 箱の中味重量：15kg 

５．備考 

  現地では、特に市場価値の高いはくさいが穫れるので、管内のほとんどの農家が石灰窒素を施用し

ている。 

規格 1箱個数

３Ｌ ３～４

２Ｌ 5

Ｌ 6

Ｍ 7

Ｓ 8
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２１．岡山県 

４２大豆 

 

１．実施機関 岡山県農業試験場（1981） 

２．耕種概要 

（１）土壌：埴壌土 

（２）品種：大豆（タマホマレ） 

（３）栽培時期：播種 7 月 14日、収穫 11月初旬。不耕起栽培を行った。 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 25kg/10a、50kg/10a、75kg/10a 

          硫安区   基肥 硫安 25kg/10a 

          対照区   基肥 石灰窒素無施用 

          石灰窒素は、不耕起のまま散布して、3 日後播種した。 

（２）各区共通施用：P7.8kg/10a、K7.8kg/10a を、全量基肥で行った。 

４．結果 

  概して、全量の重いほど子実重も高い傾向にあった。 

  石灰窒素 50kg/10aで増収した要因は、莢数の増加と百粒重の増大が大きく関与していた。 

5．備考 

  根粒菌の窒素固定能力は開花期以降低下する。大豆は開花期以降に 80%の窒素を吸収すると言われ、

ここに石灰窒素の緩効性を活用することができる。 

 

２２．広島県 

４３だいこん 

１．実施機関 広島県経済連 高野町農協（栽培指針） 

２．処理方法（施肥基準） 

   基肥 石灰窒素 60kg/10a BMようりん 80kg/10a、苦土入り PK40号 60kg/10a 

      ＦＴＥ燐硝安加里 S604号(16- 10- 14) 20kg/10a 

３．結果 

  石灰窒素は、連作障害を起こしにくいことが展示圃で実証されている。 

  この設計により、3,200～3,500kg/10a の収量をあげる（連作障害地は 3,000kg/10a 以下）。 

４．備考 

  石灰窒素は、播種 10日前までに施用する。 

  高度化成 20kg/10aと併用すると、石灰窒素の緩効性とうまく調整できて、健全に生育する。 

全重 莢数 百粒重 子実重

kg/10a 個/m2 g kg/10a

石灰窒素75kg/10a区664 749 29.3 370 105

石灰窒素50kg/10a区770 796 28.9 417 118

石灰窒素25kg/10a区738 761 28.6 362 103

硫安25kg/10a区 629 741 27.1 344 97

対照区（石灰窒素無施用） 660 692 27.6 353 100

子実重比区名



 

 40 
 

２３．香川県 

４４ブロッコリー 

 

１．実施機関 香川県仲多度農業改良普及所（1992） 

２．耕種概要 

（１）土壌：壌土 

（２）品種：ブロッコリー（グリエール） 

（３）栽培時期：定植 9 月 10日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 追肥 石灰窒素 30kg/10a（1 回目）、15.7kg/10a（2 回目） 

慣行区   追肥 石灰窒素無施用、 

ポーラス 40kg/10a（1 回目）、20kg/10a（2 回目） 

追肥は、1 回目が 9 月 28日、2 回目が 11月 11日に施肥した。 

（２）各区共通施用：基肥 ＭＢ固形 80kg/10a、ＦＴＥ480 60kg/10a、堆肥 1,500kg/10a、 

             鶏ふん 800kg/10a、サンライム 100kg/10a 

４．結果 

  石灰窒素区の収量は、慣行区に比し、個数で上回ったが、1 個当たりの平均重は少なかった。 

 

２４．福岡県 

４５キャベツ 

 
１．実施機関 福岡県北九州農業改良普及所(1982)  

２．耕種概要 

（１）土壌：中粗粒黄色土 

（２）品種：キャベツ（はやどり） 

（３）栽培時期：定植 9 月 5 日、収穫 11月 30日（冬キャベツ） 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 80kg/10a、ＰＫ化成 40号 100kg/10a 

          対照区   基肥 石灰窒素無施用、尿素硫加燐安 48号 

          基肥は、8 月 25日施用した。 

（２）各区共通施用：追肥 燐硝安加里 S646号 70kg/10a。追肥は 10月 10日に施用した。 

 

葉長 葉幅 葉数 草勢 葉色 平均重 個数

cm cm 枚 g 個

石灰窒素区 60.3 24.3 11.1 3 3 224 358

慣行区 58.8 24.1 11.3 3 3 240 302

区名

葉数 草丈 株直径 全重量 外葉数 球重 球径 球高

枚 cm cm kg 枚 kg cm cm ％

石灰窒素区 13.2 24.8 53.6 2.479 11.8 1.700 20.4 13.0 107

対照区 13.6 25.4 54.6 2.364 12.1 1.596 20.3 11.9 100

区名
収量比

生育調査 収穫調査
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４．調査方法： 

生育調査は 10月 5 日に 20株平均で、収量調査は 11月 30日に 10株平均で行った。 

５．結果 

  生育調査では、両区とも大差はなかった。 

  収量は、石灰窒素区が対照区に比べ７％の増収となった。 

品質では、石灰窒素区の方が球揃いが良かった。 

 

２５．長崎県 

４６水稲（スクミリンゴガイ防除試験の事例から） 

 

１．実施機関 長崎県長崎農業改良普及所（1988） 

２．耕種概要 

（１）土壌：灰色低地土 

（２）品種：水稲（月の光） 

（３）栽培時期：移植 6 月 11日、収穫 10月 3 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 20kg/10a、30kg/10a、ＰＫ化成 30kg/10a 

                追肥 NKC- 3 号 8kg/10a（石灰窒素 20kg/10aに対して）。 

          慣行区   基肥 石灰窒素無施用、BB284号 40kg/10a 

                追肥 石灰窒素無施用、NKC- 3 号 8kg/10a 

（２）各区共通施用：追肥 BB284号 10kg/10a 

（３）試験規模：2 区制、10a 

４．結果 

  石灰窒素 20kg/10a、30kg/10a区は、ともに慣行区より 10%増収した。 

  石灰窒素区はいずれも、慣行区よりも、穂数、一穂籾数が多く、登熟歩合も良かった。 

  石灰窒素 30kg/10a 区は、他区に比べ葉色が落ちなかったため、減数分裂期(8 月 2 日) の穂肥を施用

しなかった。 

  スクミリンゴガイの防除効果を併せると、石灰窒素 30kg/10aが良いと思われる。 

 

 

 

 

 

 

稈長 穂長 穂数 一穂籾数 登熟歩合 藁重 精籾重 精玄米重 千粒重

cm cm 本 粒 ％ kg/10a kg/10a kg/10a g

石灰窒素30kg/10a区79.0 21.8 21.8 91.0 86.2 697 827 670 111 21.9

石灰窒素20kg/10a区73.2 21.0 21.2 91.3 86.2 651 805 662 110 22.6

慣行区 74.8 20.9 20.1 89.9 82.1 620 739 602 100 23.0

精玄米
重比

区名
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４７にんじん 

 

１．実施機関 長崎県大村農業改良普及所（1979） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：にんじん（黒田五寸） 

（３）栽培時期：播種 8 月 13日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区     基肥 石灰窒素 60kg/10a（N12kg/10a） 

緩効性複合肥料Ｂ区 全量基肥施用 

          緩効性複合肥料Ａ区 全量基肥施用 

          石灰窒素は、播種 2 週間前に施用した。 

（２）各区共通施用：施肥量を、N18.4kg/10a、P12.0kg/10a、K10.4kg/10a とした。 

４．結果 

  石灰窒素を施用すると、商品性の高いＬ、Ｍ級果が多く、Ｓ級は少なく、規格外品も少なくなる傾

向であった。また、センチュウ被害少なく、肌の状態も良好であった。 

５．備考 

  この方法による緩効効果は、福岡、鹿児島の両県で普及・指導されている。 

 

４８にんじん 

 

Ｍ

個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

本/10akg/10a 本/10akg/10a 本/10akg/10a 本/10akg/10a 本/10akg/10a kg/10a

　 4,500 1,210 11,000 2,160 13,000 1,695 6,000 410 34,500 5,475 115 1,185

比率％ 22.1 39.5 30.9 7.5 100

3,500 1,100 6,000 1,360 14,000 2,135 6,000 495 29,500 5,090 107 1,205

比率％ 21.6 26.7 42.0 9.7 100

4,500 1,110 6,500 1,280 16,500 1,980 5,000 385 32,500 4,755 100 1,005

比率％ 23.3 26.9 41.7 8.1 100

茎葉重
収量比

石灰窒素区

緩効性複合肥料Ｂ区

緩効性複合肥料Ａ区

階級別収量

区名
２Ｌ Ｌ Ｓ 合計

収量

２Ｌ Ｌ Ｍ Ｓ 合計 kg/10a

本数(本） 4.5 11.0 13.0 6.0 34.5 　

重量(g/m21,210 2,160 1,695 410 5,475 5,475 115

重量比(%) 22.1 39.5 30.9 7.5 100

本数(本） 4.5 6.5 16.5 5.0 32.5

重量(g/m2)1,110 1,280 1,980 385 4,755 4,755 100

重量比(%) 23.3 26.9 41.7 8.1 100

本数(本） 3.5 6.0 14.0 6.0 29.5

重量(g/m2)1,100 1,360 2,135 495 5,090 5,090 107

重量比(%) 21.6 26.7 42.0 9.7 100

区名

石灰窒素区

ＣＤＵ区

ＩＢ区

収量比階級別収量
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１．実施機関 長崎県大村農業改良普及所(1979) 

２．耕種概要 

（１）土壌：淡色黒ボク土 

（２）品種：にんじん（黒田五寸） 

（３）栽培時期：播種 8 月 6 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 60kg/10a、ＰＫ化成 20kg/10a、重焼燐 34kg/10a 

          ＣＤＵ区  基肥 CDU 複合燐加安 S555 80kg/10a 

          ＩＢ区   基肥 苦土ﾏﾝｶﾞﾝﾎｳ素入りIB 硝燐加安 S420 86kg/10a 

（２）各区共通施用：追肥 ＮＫ化成Ｃ3 号 20kg/10a 

（３）試験規模：2 区制、25m2 

４．結果 

  石灰窒素区は、発芽、生育についての障害は見受けられず、他の区に比して収量が多く、商品性の 

高いＬ、Ｍ級が多く、Ｓ級が少なかった。尻づまりの良否については各区間で差はなかった。 

 

４９たまねぎ 

 

１．実施機関 長崎県上五島農業改良普及所(1979)  

２．耕種概要 

（１）土壌：中粗粒黄色土 

（２）品種：たまねぎ（長交 OK黄） 

（３）栽培時期：移植 11月 29日、収穫 6 月 4 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a、野菜 1 号 120kg/10a 

          対照区   基肥 石灰窒素無施用、野菜 1 号 120kg/10a 

          ＣＤＵ区  基肥 CDU複合燐加安 S555 80kg/10a 

          ＩＢ区   基肥 IB 硝燐加安 S420 86kg/10a 

（２）各区共通施用：基肥 BMようりん 40kg/10a 

追肥 ＮＫ化成Ｃ3 号 30kg/10a（12月 22日）、30kg/10a（2 回目） 

４．結果 

  生育は、草丈、葉数ともに全区で大差はなかった。 

  収量は、石灰窒素区で最も増収効果が見られた。 

 

球高 球径 球高／球径 1球重 10a換算収量病球 分球 肩割

cm cm g kg/10a 個 個 個

石灰窒素区 6.1 7.8 0.78 234.5 7,105 2 0.5 0.5

対照区 6.0 7.4 0.81 189.8 5,751 1.5 0 0

ＣＤＵ区 6.5 7.6 0.86 209.8 6,357 1 0 0

ＩＢ区 6.4 7.9 0.81 229.8 6,963 1 0 0.5

区名
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２６．熊本県 

５０キャベツ 

 

１．実施機関 熊本県鹿本農業改良普及所(1982) 

２．耕種概要 

（１）土壌：表層腐植質黒ボク土 

（２）品種：キャベツ（ＹＲ錦秋） 

（３）栽培時期：定植 9 月 2 日、収穫 11月 19日（冬キャベツ） 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 60kg/10a、燐硝安加里 S604号 20kg/10a、 

苦土重焼燐 40kg/10a 

          対照区   基肥 石灰窒素無施用、硫加燐安 1 号 80kg/10a、 

燐硝安加里 S604号 20kg/10a、苦土重焼燐 20kg/10a 

（２）各区共通施用：追肥 燐硝安加里 S646号 60kg/10a。 

４．調査方法： 

収量調査を 11月 19日に 10株で行った。 

５．結果 

  生育は、順調に進み、石灰窒素区が対照区に比べ良かった。 

  収量、品質ともに石灰窒素区が対照区に比べ優ったが、商品的にはやや球が大きすぎる感があった。 

 

５１さといも 

 

 

１．実施機関 熊本県球磨農業改良普及所（1984） 

 

個数 全重 球重 個数 全重 球重 個数 全重 球重 個数 全重 球重

個 kg kg 個 kg kg 個 kg kg 個 kg kg

6 20.98 13.54 3 5.07 3.63 1 2.18 1.40 10 28.23 18.57 156

60% － 72% 30% - 20% 10% - 8% 100% - 100%

3 6.64 4.59 3 5.78 3.07 4 7.52 4.23 10 19.94 11.89 100

30% － 38% 30% - 26% 40% - 36% 100% - 100%

中物 合計

石灰窒素区

対照区

区名

上物 下物

草丈 親株葉数 子株数

cm 枚 個

石灰窒素区 62.7 5.7 2.5

対照区 59.8 5.8 2.7

区名

個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

個 g 個 g 個 g 個 g kg/10a

石灰窒素区 11 7,910 39 3,850 302 12,770 100 1,320 2,660 107

対照区 10 7,720 37 3,720 296 11,980 95 1,090 2,495 100

子頭芋 中芋 小芋親芋 10a中芋
換算重 中芋収

量比
区名
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２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：さといも（エグイモ） 

（３）栽培時期：植付 4 月 12日、収穫 12月 19日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a、ようりん 80kg/10a、硫酸加里 15kg/10a、

苦土石灰 100kg/10a 

対照区   基肥 石灰窒素無施用、燐硝酸加里 S604号 50kg/10a、 

ようりん 60kg/10a、苦土石灰 120kg/10a 

（２）各区共通施用：追肥 燐硝酸加里 S604号 20kg/10a（6 月中旬）、40kg/10a（7 月中旬） 

４．調査方法 

生育調査は 10株平均値を、収量調査は 10株合計値を記載した。 

５．結果 

  生育期における葉色は、石灰窒素区がやや濃緑であり、草丈もやや高くなった。 

  収量は、各芋の個数、重量とも石灰窒素区が優り、出荷可能な中芋の１個平均重は、石灰窒素区が 

42.3g、対照区が 40.5g となり、石灰窒素区が優った。 

 

５２スイートコーン 

 

 

１．実施機関 熊本県阿蘇農業改良普及所(1987) 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：スイートコーン（アメリカン No１） 

（３）栽培時期：播種 5 月 9 日、収穫 8 月 11日～29日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 136kg/10a、燐硝安加里 40kg/10a、腐植リン 189kg/10a 

                   けい酸加里 104kg/10a 

          対照区  基肥 石灰窒素無施用、燐硝安加里 60kg/10a、硫加燐安 120kg/10a、 

苦土有機入り A801 120kg/10a 

個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

本/10akg/10a 本/10akg/10a 本/10akg/10a 本/10akg/10a

石灰窒素区 1,630 492 740 207 890 240 3,260 939 104

対照区 1,540 462 680 191 920 248 3,140 901 100

収量比

上物 中物 下物 合計

区名

肥料代 生産物代金

（A） （B）

円 ％ 円 ％ 円 ％

石灰窒素区 26,338 116 74,900 116 48,562 116

対照区 22,680 100 64,400 100 41,720 100

区名
同左比率 同左比率 （B）－（A）同左比率
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（２）各区共通施用：基肥 堆肥 2,000kg/10a、炭酸苦土石灰 200kg/10a 

追肥 燐硝安加里 20kg/10a（6 月 4 日）、30kg/10a（6 月 24日） 

４．結果 

  雄穂の出穂期に長雨のため結実と粒揃いが悪くなり、平年に比べ収量が低くなった。 

  石灰窒素区は、対照区に比べ上物が多くなった。 

  石灰窒素区は、経済効果 16%増と算出された。 

 

５３だいこん 

 

 

１．実施機関 熊本県阿蘇農業改良普及所（1984） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：だいこん（夏みの 3 号） 

（３）栽培時期：播種 7 月 10日、収穫 9 月 5 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a 

対照区   基肥 石灰窒素無施用 

（２）各区共通施用：硝燐加安 80kg/10a、ＢＭようりん 60kg/10a、炭酸苦土石灰 100kg/10a 

４．結果 

  石灰窒素区は、生育後半で過繁茂の様相を呈したが、収量は対照区に比して 4%増となった。 

  品質面では両区でほぼ差がなかった。 

 

５４はくさい 

 

１．実施機関 熊本県鹿本農業改良普及所（1979） 

２．耕種概要 

（１）土壌：表層腐植質黒ボク土 

根重 縦 横

g/株 g/株 g/株 cm/株cm/株

石灰窒素区 1,130 390 740 42.4 6.0 7.1

対照区 1,054 344 710 41.2 6.2 6.6

区名
総重量 葉重

根の大きさ

縦／横

秀品 優品 良品 合計

kg/10a kg/10a kg/10a kg/10a

石灰窒素区 1,826 1,381 1,727 4,934 104

対照区 1,941 1,278 1,515 4,734 100

収量比区名

総重量 外葉重 結球重

kg/10a kg/10a kg/10a

石灰窒素区 14,324 3,472 10,852 111

対照区 12,700 2,948 9,752 100

区名 結球重比
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（２）品種：はくさい（錦秋） 

（３）栽培時期：播種 8 月 25日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 60kg/10a、炭酸苦土石灰 120kg/10a 

対照区   基肥 石灰窒素無施用、硫安 60kg/10a、炭酸苦土石灰 180kg/10a 

（２）各区共通施用：基肥 硫加燐安 250 40kg/10a、ようりん 60kg/10a、堆肥 2,000kg/10a 

          追肥 複合燐加安 454 40kg/10a 

（３）試験規模：1 区制、10a 

４．結果 

  天候に恵まれ、発芽、生育とも極めて良好で、収量も例年よりも上回った。 

  収量は、石灰窒素区が対照区に比して 11％増加し、経済効果も十分認められる。 

  石灰窒素区は、対照区に比し、葉色も濃く、品質、形状、玉揃いも良かった。 

 

２７．大分県 

５５さといも 

 

１．実施機関 大分県三重農業改良普及所（1985） 

２．耕種概要 

（１）土壌：多腐植質黒ボク土、転作水田 

（２）品種：さといも（石川早生） 

（３）栽培時期：植付 4 月 26日、収穫 9 月 6 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 70kg/10a、リンスター50kg/10a、硫酸加里 50kg/10a、 

対照区    基肥 石灰窒素無施用、ＣＤＵS555号 100kg/10a、 

リンスター16kg/10a、硫酸加里 20kg/10a 

（２）各区共通施用：基肥 苦土石灰 230kg/10a  

４．調査方法 

  収量調査は 20株で実施した。 

５．結果 

  石灰窒素区は、生育初期の障害もなく順調に生育し、丸いもや長いもの収量は高くなり、 

  くずいも（子いも）も少なかった。秀品率は石灰窒素の施用により向上した。 

 

 

 

丸いも 長いも 合計

kg/10a kg/10a kg/10a kg/10a ％

石灰窒素区 2,293 1,733 4,026 103 840 47.1

対照区 2,026 1,866 3,892 100 1,307 40.0

くずいも

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭ

ｳいも区名
収量比

形状別
秀品率
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５６スイートコーン 

 

１．実施機関 大分県竹田農業改良普及所(1985) 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：スイートコーン（ロッキーバンダム） 

（３）栽培時期：播種 5 月 17日、収穫 8 月 12日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 70kg/10a、重焼燐 70kg/10a、塩化加里 20kg/10a、 

                   石灰窒素は 5 月 7 日（播種 10日前）に施肥した。 

          対照区   基肥 石灰窒素無施用、苦土ホウ素入り硫加燐安 120kg/10a、 

重焼燐 70kg/10a、苦土石灰 100kg/10a 

（２）各区共通施用：追肥 ＮＫ化成 C3号 20kg/10a 

４．結果 

  石灰窒素区は、対照区と比して収量に差が認めらなかったが、先端不捻が少なく実の充実度が良い

ように観察された。 

  葉菜類＋スイートコーンの輪作体系の条件で病害虫抑制効果を持つ石灰窒素の使用は有効である。 

 

５７メロン 

 

１．実施機関 大分県高田農業改良普及所(1984) 

２．耕種概要 

（１）土壌：褐色低地土 

（２）品種：メロン（凛緑） 

（３）栽培時期：移植 7 月 25日、収穫 10月 4 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 50kg/10a、重焼燐 60kg/10a、硫酸加里 20kg/10a、 

          対照区   基肥 石灰窒素無施用、ＣＤＵ複合燐加安 S555号 60kg/10a、 

重焼燐 40kg/10a 

（２）各区共通施用：基肥 油粕 60kg/10a、追肥なし 

品質 収量 収量

草丈 最大葉長 先端不捻 果重

cm cm cm g kg/10a

石灰窒素区 178 79 0.2 360 1,368

対照区 177 76 0.3 345 1,311

区名

草状

つる長 葉数 葉長 葉幅 葉柄長 節間長 収量 秀品率

cm 枚 cm cm cm cm kg/10a ％

石灰窒素区 206 23 23 23 20 11 2,100 120 70

対照区 185 22 20 21 17 10 1,750 100 60

収量比
区名

生育調査 収量調査
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４．調査方法 

  8 月 20日に生育調査、10月 4 日に収量調査を実施した。 

５．結果 

  石灰窒素区の草勢は、初期の生育が早くやや軟弱気味に経過し、つる長、葉長、葉幅が対照区に比 

べ大きくなったが、着果後の草勢も健全で、収量は 20％増収となり、果実は２Ｌ級が多くなった。 

 

２８．宮崎県 

５８さといも 

 

 

１．実施機関 宮崎県小林農業改良普及所（1980） 

２．耕種概要 

（１）土壌：火山灰土壌 

（２）品種：さといも（エグイモ） 

（３）栽培時期：植付 4 月 26日、収穫 10月 27日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 60kg/10a 

対照区   基肥 石灰窒素無施用 

          石灰窒素は植付け 7 日前に全面散布、耕転した。 

（２）各区共通施用：基肥 ＩＢ化成 050 60kg/10a、ＢＭようりん 100kg/10a、 

アヅミン苦土石灰 120kg/10a 

４．調査方法： 

  収量調査は、１坪規模で実施した。 

５．結果 

  初期生育は、対照区に比して石灰窒素区がやや劣った。 

  収量は、石灰窒素区が対照区に比して著しく高収となった。 

  商品価値の高い丸いも率も、石灰窒素区の方が高かった。 

 

 

 

２Ｌ Ｌ Ｍ Ｓ ２Ｓ 計

個数 個/坪 2 14 23 44 25 108 87 195 40

重量 g/坪 200 730 990 1,080 320 3,320 4,300 7.620 1,000

個数 個/坪 － 6 15 32 9 62 103 165 36

重量 g/坪 － 360 600 850 140 1,950 4,800 6,750 800

石灰窒素区

対照区

区名
丸いも

長いも 合計
くずい

も

丸いも重 長いも重 合計重 丸いも率

kg/10a kg/10a kg/10a ％

石灰窒素区 996 1,290 2,286 113 43.6

対照区 585 1,440 2,025 100 28.9

区名 収量比
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５９だいこん  

 

１．実施機関 宮崎県都城農業改良普及所（1982） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：だいこん（干し理想） 

（３）栽培時期：播種 9 月 3 日、収穫 11月 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 60kg/10a、ＰＫ化成 40号 60kg/10a 

対照区   基肥 石灰窒素無施用、Ｂ入り硝燐加安 S260号 100kg/10a 

（２）各区共通施用：基肥 重焼燐 20kg/10a、苦土石灰 100kg/10a 

          追肥 NK化成 7 号 40kg/10a 

４．調査方法 

収穫調査を 50 本で行った。 

５．結果 

  石灰窒素区は、初期より生育が旺盛で、くずが少なく、Ａ品率が高く、収穫物の肌がきれいであっ 

た。 

 

２９．鹿児島県 

６０さといも 

台湾白（9 月 1 日） 

 

大吉（10 月 30 日） 

 

１．実施機関 鹿児島県鹿屋農業改良普及所（1980） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土、砂壌土 

Ａ品 Ｂ品 Ａ品率 くず

本 本 ％ 本

石灰窒素区 44 4 88 2 肌がきれい

対照区 39 7 78 4 　

区名 備考

個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

個/10a kg/10a 個/10akg/10a 個/10akg/10a 個/10akg/10a 個/10akg/10a

石灰窒素60kg/10a区2,322 288 14,416 1,145 13,568 668 7,844 191 38,160 2,292 120

石灰窒素40kg/10a区2,544 296 8,268 668 8,844 566 14,628 519 34,284 2,048 107

対照区 2,544 275 7,208 572 12,508 678 13,780 382 36,040 1,907 100

合計

収量比率区名
２Ｌ Ｌ

階級別収量

Ｍ Ｓ

個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

個/10a kg/10a 個/10akg/10a 個/10akg/10a 個/10akg/10a 個/10akg/10a

石灰窒素60kg/10a区2,652 561 9,792 1,104 5,712 508 3,672 206 21,828 2,379 121

石灰窒素40kg/10a区2,040 412 12,240 1,418 6,732 506 2,652 127 23,664 2,463 126

対照区 816 173 8,976 1,155 4,896 414 4,080 216 21,828 1,958 100

区名

合計

収量比率２Ｌ Ｌ

階級別収量

Ｍ Ｓ
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（２）品種：さといも（台湾白、大吉） 

（３）栽培時期：定植 3 月 19日  

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 40kg/10a（N8kg/10a）、60kg/10a（N12kg/10a） 

対照区   基肥 石灰窒素無施用 

          石灰窒素は、定植 10日前に全面施用し、苦土重焼リン、塩化加里を定植時に溝施

用した。 

（２）各区共通施用：1)台湾白 施肥量を、N17.6kg/10a、P19.8kg/10a、K17.6kg/10a とした。 

内、苦土重焼リン 47kg/10a、塩化加里 12kg/10a施用した。 

          2)大吉  施肥量を、N18.4kg/10a、P21.0kg/10a、K18.4kg/10a とした。 

内、苦土重焼リン 60kg/10a、塩化加里 20kg/10a施用した。 

４．結果 

  石灰窒素を施用すると、両品種とも、Ｌ級以上が多くなり、個数、重量も上回った。 

５．備考 

  この方法による土づくりは、熊本、宮崎の両県でも普及・指導されている。 

 

６１さといも 

 

１．実施機関 鹿児島県笠之原営農センター（1978） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：さといも（早生蓮葉、大吉） 

（３）栽培時期：植付 早生蓮葉 3 月 20日、大吉 2 月 28日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 60kg/10a（N12kg/10a） 

個数 重量 個数 重量 個数 重量 個数 重量

個/10株kg/10株個/10株kg/10株個/10株kg/10株個/10株kg/10株

２Ｌ 1 0.20 － － － － － －

Ｌ 16 2.1 － － 1 0.16 － －

Ｍ 29 2.7 2 0.16 4 0.55 －

Ｓ 74 4.8 1 0.05 11 0.90 －

２Ｓ 82 3.0 － － 24 1.25 － －

規格外 21 0.35 － － 20 0.85 － －

計 223 13.15 3 0.21 60 3.71 － －

２Ｌ － － － － － － － －

Ｌ 9 1.2 2 0.22 － － － －

Ｍ 27 2.6 2 0.17 1 0.14 － －

Ｓ 60 3.8 13 0.90 8 0.57 － －

２Ｓ 60 2.4 2 0.07 18 0.72 1 0.30

規格外 13 0.25 － － 27 0.36 － －

計 169 10.25 19 1.36 54 1.79 1 0.30

石灰窒素区

対照区

区名

早生蓮葉 大吉

正常いも 芽つぶれいも 正常いも 芽つぶれいも
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対照区   基肥 石灰窒素無施用 

          石灰窒素は、植付け 2 週間前に全面施用し、直ちに耕起、その後作畝した。 

（２）各区共通施用：1)早生蓮葉 施肥量を、N12.0 kg/10a、P12.0kg/10a、K10.4kg/10a とした。 

          2)大吉   施肥量を、N17.6kg/10a、P26.4kg/10a、K5.6kg/10a とした。 

４．調査方法 

  調査株数 10株、測定値は 10株の総計で実施した。 

５．結果 

  石灰窒素を施用すると、両品種とも収量が増加した。 

６．備考 

  この方法は、熊本県でも普及・指導されている。 

 

６２はくさい 

 

１．実施機関 鹿児島県大隅農業改良普及所（1981） 

２．耕種概要 

（１）土壌：黒色火山灰土 

（２）品種：はくさい（千勝） 

（３）栽培時期：播種 9 月 13日、収穫 12月 9 日 

３．試験方法 

（１）試験区の構成：石灰窒素区 基肥 石灰窒素 60kg/10a、苦土重焼燐 72kg/10a、塩化加里 13kg/10a 

                   苦土石灰 80kg/10a 

                   石灰窒素は播種 1 週間前に施肥。 

対照区   基肥 石灰窒素無施用 硝燐安加里 611号 40kg/10a、 

有機化成ｵｰﾙ8 40kg/10a、苦土重焼燐 50kg/10a、 

苦土石灰 120kg/10a 

（２）各区共通施用：基肥 堆肥 2,000kg/10a、鶏ふん 200kg/10a、ホウ砂 2kg/10a 

          追肥 硫安 20kg/10a、ＮＫ化成 60kg/10a 

             堆肥、鶏ふん、ホウ砂、苦土石灰は播種 17日前に全面散布。 

             他の基肥は作畝前に施肥。 

４．調査方法 

  20株で収穫調査を実施した。 

５．結果 

  発芽は両区とも良好で、初期生育はほとんど差が認められなかった。 

  結球開始頃では、石灰窒素区の葉色がわずかに濃い状況であった。 

全重量 結球重 たて径 よこ径

g g cm cm kg/10a

石灰窒素区 3,220 2,677 31.0 18.1 10,359 108

対照区 3,110 2,480 30.3 17.7 9,597 100

区名

1株平均値 結球重収
量 収量比
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  収穫期において、石灰窒素区は約 8％の増収となった。 

  品質については差は認められなかった。 

 

 

出典：石灰窒素の新しい使い方(日本石灰窒素工業会編) 

   ＤＶＤ「肥効調節型肥料」（日本石灰窒素工業会編） 

全国現地試験成績（デンカ株式会社編）                      

以上 


